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 福岡女子大学の学部生1～2年生が履修する英語力習得のためのAcademic English Programを担当する専任講師による英語講座です。
【受講料】1,000円（3回分まとめて） ※高校生無料 【定　員】30名（先着順）
【対　象】TOEIC 400点以上もしくはそれと同等以上の英語力をお持ちの方

　福岡女子大学2019年度公開講座 福岡女子大学地域連携センターの2018年度活動内容を報告します

English as a Global Language

Self-assessment Strategies for 
Independent Learning

Learning English through News

Andrew THOMPSON
（AEP instructor・学術英語専任講師）

Scott SMITH
（AEP instructor・学術英語専任講師）

Dragana LAZIC
（AEP instructor・学術英語専任講師）

11/9（土）
10：00～11：30

11/16（土）
13：00～14：30

11/23（土）
10：00～11：30

講座番号 日　程 テーマ 概　要 講　師

Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

「How to Learn English Effectively」（会場：図書館棟１階 LL教室）

「暮らしにおける安心と安全」（会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

「知の発信2019」～教養講座　知的好奇心へのいざない～ （会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

「老い」とは何か～文学・言語の観点から～ （会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

「自分メンテナンス！②～健康な体を維持するために～」（会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

English is often referred to as a global or world language. Approximately 350 million 
people around the world speak English as a first language and an estimated 450 million 
speak English as a second language. This lecture is specially designed for people wanting 
to build their English language competence and cross-cultural understanding through 
engaging and interactive content.

Lifelong learning requires its practitioners to understand their own skills in order to 
choose suitable learning goals. Participants in this workshop will learn self-assessment 
strategies as a tool to understand their skills and choose appropriate learning goals. 

In this 90-minute long session, participants will have a chance to learn how to use the 
news to improve their English skills. 
By reading the news related to both society and entertainment, participants will practice how 
to use their background knowledge to understand the content in English. Let’s read together! 

詩歌における「老」の表現①

開講時間にご注意ください

開講時間にご注意ください

詩歌における「老」の表現②

藤原定家　文学と人生①
今井　明

（国際教養学科教授）

月野　文子
（国際教養学科教授）

川邊　理恵
（国際教養学科講師）

 

10/5（土）
10：00～11：30

10/12（土）
10：00～11：30

10/26（土）
10：00～11：30

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｄ－３

藤原定家　文学と人生②

日本語ボランティア
―外国人に日本語のお手伝いを―

（グローバル言語としての英語）

（自主学習のための自己評価戦略）

（ニュースで英語を学ぶ）

11/2（土）
10：00～11：30

11/30（土）
10：00～11：30

Ｄ－４

Ｄ－５

かつて四十歳を「初老」と称し、七十歳を「古稀」（古来稀なり）とした時代には、人々は「老」
をどのように「発見」し、「自覚」して、己の「老のスタイル」を確立していったのか、古典文学
の表現を辿ってみたいと思います。
平均寿命の延びた現代人の感覚と比較すると面白いかもしれません。

鎌倉時代の歌人・藤原定家の文学的業績とその人生をたどり、今日の時代をあらためて捉
えなおすヒントを探る。安定していた価値観が大きく揺らぎ、一人一人がその生き方を鋭
く問われた時代を生きた文学者の姿を再現したい。

地域に住む外国人が増えています。少子高齢社会の日本では、労働力不足からさらに多くの
外国からの働き手を迎えようとしています。様々な文化背景を持つ外国人とともに生きる社
会で、人生経験豊かな方々の活躍が期待されています。

 もうご存知ですか？暮らしに迫る危険から身を守りましょう。

〒813-8529　福岡市東区香住ケ丘1-1-1
TEL： 092-661-2728　
Fax： 092-692-3220　
E-mail：kyomenkow@fwu.ac.jp　
URL：http://www.fwu.ac.jp/collaboration

【受講料】各回500円 ※高校生無料

PM2.5の脅威から
身を守るためには？

高齢者福祉施設で安心して生活
していくために
―火災時の避難安全に
  　 ついての話を中心として―

馬　昌珍（環境科学科教授）

若竹　雅宏（環境科学科講師）

 

6/22（土）
10：00～11：30

10/16（水）
10：00～11：30

Ａ－１

Ａ－２

世界保健機関（WHO）の専門組織で「第一級発がん性物質」に分類され、近年中国の産
業発展に伴い日本への飛来が懸念されているPM2.5（微小粒子状物質）について、健康
への影響や個人ができる身の守り方について分かりやすく紹介します。

私たちの終の棲家にもなりうる高齢者福祉施設において、近年凄惨な結果を招いている
火災事例が多く発生しております。大切な家族が安心して生活していくことができる場所
について、一緒に考えてみませんか？

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

 国際教養学科の教員よりそれぞれの専門領域を一般の方向けに分かりやすく解説します。
【受講料】各回500円 ※高校生無料

 教員３名が「老い」をキーワードに、それぞれの専門分野からアプローチします。
【受講料】2回シリーズ（Ｄ－１とＤ－２、Ｄ－３とＤ－４）：500円（2回分まとめて） Ｄ－５：500円 ※高校生無料

ショッピングの科学
―インストア・マーチャンダイジングとは―

歴史学の現在
―フランス歴史学革命―

櫻木　理江
（国際教養学科講師）

藤原　翔太
（国際教養学科講師）

 9/12（木）
10：00～11：30

7/27（土）
10：00～11：30Ｂ－１

Ｂ－２ 私たちが何気なく行っているスーパーなどの店内には，消費者が思わず買ってしまうため
の様々な仕掛けがあります。ショッピングの科学について簡単にご紹介します。

常に歴史学の最先端をはしってきたフランス歴史学界に注目し、近代歴史学を特徴づけ
る国家の歴史から、社会史・民衆史を経て、グローバル・ヒストリー、感性の歴史へと至る、
現在までの歴史学の変化を見通します。

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

 栄養学の視点から、より健康な体を維持するコツを分かりやすく解説します。この機会に日々の食生活を振り返ってみませんか？
【受講料】各回500円 ※高校生無料

生活習慣病予防のための食事

脂質栄養と健康
～私たちの健康と必須脂肪酸～

南里　明子
（食・健康学科准教授）

中村　強（食・健康学科教授）
丸石　優紀（食・健康学科助手）

 

8/23（金）
10：00～11：30

2020年2/6（木）
10：30～12：00

Ｃ－１

Ｃ－２

糖尿病などの生活習慣病と食事との関連についてのお話しと、日頃どのような食事をとら
れているか簡単な調査を行いますので、ご自身の食生活の見直しにお役立てください。

多くの種類がある油の特徴と健康に良い油についてご紹介します。特に今話題のn-3系
脂肪酸（ω3系脂肪酸）について実際の研究を元に解説します。

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

E

A

B

D

C

NO.
2019 8

2回シリーズ

3回シリーズ

2回シリーズ

お申込み・お問い合わせ



福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム

東部地域大学連携 東区委託事業シンポジウム

「求められる女性リーダーと大学の役割」開催！福女大の「感性」授業と精神文化の醸成

ごあいさつ

　女性リーダーシップセンター設立に先駆け、今後、社会での活躍の場を広げたい女性の皆様
や、これまでの社会人プログラム（トップリーダー育成研修、社会人学び直しプログラム）修了生の
皆様のネットワーク構築の機会として、シンポジウムを開催しました。
　橘・フクシマ・咲江氏による講演では、激変する世界環境の中で、グローバルに求められる人財
について、大変豊富なキャリアに基づき幅広い視点からお話いただきました。パネルディスカッショ
ンでは、社会人プログラム修了生4名にご登壇いただき、研修から得たことや女性リーダー育成に
ついて大学に求めることをお話いただきました。

　1923年の福岡県立女子専門学校開校から掲げてきた建学の精神「次代の女性リーダーを育成」を目標と
して教育・人材育成の成果を引き継ぎ、伝統校の誇りを継続しながら、福岡女子大学（福女大）は、他大学と
の区別・差別の具現化である「プライド・ユニーク」を提案・実行し、日本で一流女子大学となるよう目指して、
発展してきました。福女大美術館を開設し、昨年は思いやり・心と心のコミュニケーションのできる倫理観が
備わった人材を育成する「感性」授業を2018年度第3クォーター（9月）より開始、また、薪能やノーベル賞受賞
者講演会などを通じて、精神文化の醸成を行っています。また、シニアが「遊び心と感性」を学ぶ受講生参加
型の「生涯学習カレッジ」を2016年より継続して行っています。この地域連携センターの1年間の活動をまとめ
た地域連携センターニュースをお届けいたします。今後も地域との連携を強化し、地域社会に開かれた大学
として努力してまいります。地域連携センターや本学の地域貢献活動にご関心をお持ちになりましたら、ぜひ、
お気軽にお問い合わせください。地域の皆様と一緒に活動できることを願っております。

「超高齢・長寿社会を支える
　　　　　　“地域力”について考える」開催！
　東部地域大学連携では、平成28年度から3年間、福岡市東区の委託を受け、「超高齢・長寿社
会を支える地域力向上」をテーマに、それぞれの特色を生かした調査・研究に取り組んでまいりま
した。このシンポジウムは、その3年間の成果を地域の方々に還元すべく、開催したものです。

　福岡市東区に位置する福岡女子大
学、九州産業大学、福岡工業大学は、
平成23年11月に連携協定を締結し、
相互の教育・研究の一層の進展と地
域社会の発展に寄与することを目的に
活動を行っています。

東部地域大学連携
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基調講演：
「変動する社会と求められるリーダー像」
橘・フクシマ・咲江氏
（G&S Global Advisors Inc. 代表取締役社長
コーン・フェリー・インターナショナル社アジア・パシフィック地域最高顧問）

理事長・学長
梶山 千里

→関連記事：13ページ

→関連記事：15ページ

平成31年3月8日(金)
福岡女子大学　講義棟C201教室

パネルディスカッション：
女性トップリーダー育成研修修了生
社会人学び直しプログラム修了生

福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム
「求められる女性リーダーと大学の役割」

第一部 13：05～ 調査・研究発表
「持続可能な多世代共創社会と多様な就労の可能性～地域力向上の観点から～」
　益村 眞知子(九州産業大学経済学部教授)　萱沼 美香(九州産業大学経済学部准教授)

「多世代による地域力向上に向けた地域活動の運営について」
　松藤 賢二郎(福岡工業大学社会環境学部教授)

「自立可能な地域づくりのための社会のあり方に関する分析」
　中村 大輔(福岡女子大学国際文理学部准教授)　櫻木 理江(福岡女子大学国際文理学部講師)

第二部 14：35～ パネルディスカッション
コーディネーター 益村 眞知子(九州産業大学経済学部教授)
パネリスト 　　  萱沼 美香(九州産業大学経済学部准教授)　　　松藤 賢二郎(福岡工業大学社会環境学部教授)
　　　 　   中村 大輔(福岡女子大学国際文理学部准教授)　櫻木 理江(福岡女子大学国際文理学部講師)
コメンテーター   岩永 哲郎(福岡市東区役所地域支援課長)

平成31年3月9日(土) 　福岡女子大学 講義棟C201教室

東部地域大学連携　東区委託事業シンポジウム
「超高齢・長寿社会を支える“地域力”について考える～東区から創る私たちの未来～」

　福岡女子大学は1923年に、日本初
の公立女子専門学校として設立され、
「次代の女性リーダーを育成」を建学
の精神に、多くの有為な人材を輩出し
てきました。2023年の創立100周年に
向け、学生は勿論、社会人も含めた女
性リーダーを育成するため、新しいリー
ダーシップのあり方を探求するグロー
バルな教育・研究の拠点として、「女性
リーダーシップセンター」を設立します。
　次代の女性リーダーに求められる
「感性教育」の取組みや、これまでの社
会人プログラムの実施など、女性の生
涯にわたる活躍を支援するための事
業を継続・発展させていきます。

女性リーダーシップセンター

特 集

地域・社会と大学の交流を推進するために
　地域連携センターは、社会との連携に応じた学びを提供する「女性生涯学習研究部門」、地域文化の振興や地域社会の発展に
寄与する活動を行う「地域交流部門」、企業・公的研究機関との関係強化による研究・教育の活性化を目指す「産学官地域連携
部門」の3部門で構成されており、社会・地域連携を推進しています。本センターが中心となって、本学の特徴を生かした教育・研究
活動、地域の自治体や学校等の諸団体の事業への協力など、学生・教職員による多様な社会・地域連携活動を行ってきています。
社会・地域連携に関する相談、提案を当センターまでお気軽にお寄せいただきますようお願いいたします。

地域連携センター長・地域交流部門長 国際文理学部 国際教養学科 教授
チョウドリ マハブブル アロム

女性の多様な生き方を応援し、地域社会に貢献する大学として
　女性生涯学習研究部門では「次代の女性リーダーを育成」という建学の精神にのっとって、管理職や幹部候補の女性を対象とし
た、「女性トップリーダー育成研修」プログラムを実施しました。本研修は学内外の専門家を講師として招聘し、ユニークで創造的な
行動を後押しする内容となっており、様々な分野からたくさんの方々にご参加いただきました。今後も女性が自由に考え発言し、リー
ダーシップを発揮する感覚や能力を高める福岡女子大学という空間を最大限にご活用いただきたいと考えております。
　また伝統文化やアートに親しむ生涯学習カレッジは年々多くのご参加をいただき、感謝申し上げます。地域社会に深く根をおろし
共に豊かに発展する学びの拠点として、今後も鋭意努力していく所存です。

女性生涯学習研究部門長 国際文理学部 国際教養学科 准教授
徐阿貴

産学官地域連携のこれから
　本学が100周年を迎えようとしており、産・学・官・地域の強力な連携の必要性を日々痛感しています。本年度は、6月に大塚製薬
株式会社との包括連携協定を締結するとともに、7月にスポーツと健康に関する産学連携セミナー（「人間力」を強化するスポーツ
健康科学と近未来テクノロジー）を実施し、今後も「食」と「健康」分野を中心とした活動を展開していきます。また、昨年度の宗像市
と包括連携協定にもとづいた「食」や「文化芸術」等に関わる様々な連携活動も進展しており、今後の大きな展開が期待されます。
11月には産学官技術交流会「住まいのエコを考える」を実施しました。参加者は58名となり、「省エネ」に対する関心度の高さを再
確認しました。その他、東部地域大学連携として福岡工業大学・九州産業大学との共同研究も推進し、エコテクノ展示会でのブース
出展、各種交流事業において本学の取り組みに関する情報発信を積極的に行っています。他部門の活動も同様ですが、地域連携
センターの活動は地道な努力の積み重ねの上に成り立っています。小さな一歩が大きな成果につながるように、今後ともご協力を
宜しくお願い致します。

副センター長・産学官地域連携部門長 国際文理学部 食・健康学科 准教授
石川 洋哉

橘・フクシマ・咲江 氏 会場全体の様子 パネルブース パネルディスカッション

発表者全員によるパネルディスカッション

中村大輔准教授による調査・発表の様子
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ンでは、社会人プログラム修了生4名にご登壇いただき、研修から得たことや女性リーダー育成に
ついて大学に求めることをお話いただきました。

　1923年の福岡県立女子専門学校開校から掲げてきた建学の精神「次代の女性リーダーを育成」を目標と
して教育・人材育成の成果を引き継ぎ、伝統校の誇りを継続しながら、福岡女子大学（福女大）は、他大学と
の区別・差別の具現化である「プライド・ユニーク」を提案・実行し、日本で一流女子大学となるよう目指して、
発展してきました。福女大美術館を開設し、昨年は思いやり・心と心のコミュニケーションのできる倫理観が
備わった人材を育成する「感性」授業を2018年度第3クォーター（9月）より開始、また、薪能やノーベル賞受賞
者講演会などを通じて、精神文化の醸成を行っています。また、シニアが「遊び心と感性」を学ぶ受講生参加
型の「生涯学習カレッジ」を2016年より継続して行っています。この地域連携センターの1年間の活動をまとめ
た地域連携センターニュースをお届けいたします。今後も地域との連携を強化し、地域社会に開かれた大学
として努力してまいります。地域連携センターや本学の地域貢献活動にご関心をお持ちになりましたら、ぜひ、
お気軽にお問い合わせください。地域の皆様と一緒に活動できることを願っております。

「超高齢・長寿社会を支える
　　　　　　“地域力”について考える」開催！
　東部地域大学連携では、平成28年度から3年間、福岡市東区の委託を受け、「超高齢・長寿社
会を支える地域力向上」をテーマに、それぞれの特色を生かした調査・研究に取り組んでまいりま
した。このシンポジウムは、その3年間の成果を地域の方々に還元すべく、開催したものです。

　福岡市東区に位置する福岡女子大
学、九州産業大学、福岡工業大学は、
平成23年11月に連携協定を締結し、
相互の教育・研究の一層の進展と地
域社会の発展に寄与することを目的に
活動を行っています。

東部地域大学連携
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基調講演：
「変動する社会と求められるリーダー像」
橘・フクシマ・咲江氏
（G&S Global Advisors Inc. 代表取締役社長
コーン・フェリー・インターナショナル社アジア・パシフィック地域最高顧問）

理事長・学長
梶山 千里

→関連記事：13ページ

→関連記事：15ページ

平成31年3月8日(金)
福岡女子大学　講義棟C201教室

パネルディスカッション：
女性トップリーダー育成研修修了生
社会人学び直しプログラム修了生

福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム
「求められる女性リーダーと大学の役割」

第一部 13：05～ 調査・研究発表
「持続可能な多世代共創社会と多様な就労の可能性～地域力向上の観点から～」
　益村 眞知子(九州産業大学経済学部教授)　萱沼 美香(九州産業大学経済学部准教授)

「多世代による地域力向上に向けた地域活動の運営について」
　松藤 賢二郎(福岡工業大学社会環境学部教授)

「自立可能な地域づくりのための社会のあり方に関する分析」
　中村 大輔(福岡女子大学国際文理学部准教授)　櫻木 理江(福岡女子大学国際文理学部講師)

第二部 14：35～ パネルディスカッション
コーディネーター 益村 眞知子(九州産業大学経済学部教授)
パネリスト 　　  萱沼 美香(九州産業大学経済学部准教授)　　　松藤 賢二郎(福岡工業大学社会環境学部教授)
　　　 　   中村 大輔(福岡女子大学国際文理学部准教授)　櫻木 理江(福岡女子大学国際文理学部講師)
コメンテーター   岩永 哲郎(福岡市東区役所地域支援課長)

平成31年3月9日(土) 　福岡女子大学 講義棟C201教室

東部地域大学連携　東区委託事業シンポジウム
「超高齢・長寿社会を支える“地域力”について考える～東区から創る私たちの未来～」

　福岡女子大学は1923年に、日本初
の公立女子専門学校として設立され、
「次代の女性リーダーを育成」を建学
の精神に、多くの有為な人材を輩出し
てきました。2023年の創立100周年に
向け、学生は勿論、社会人も含めた女
性リーダーを育成するため、新しいリー
ダーシップのあり方を探求するグロー
バルな教育・研究の拠点として、「女性
リーダーシップセンター」を設立します。
　次代の女性リーダーに求められる
「感性教育」の取組みや、これまでの社
会人プログラムの実施など、女性の生
涯にわたる活躍を支援するための事
業を継続・発展させていきます。

女性リーダーシップセンター

特 集

地域・社会と大学の交流を推進するために
　地域連携センターは、社会との連携に応じた学びを提供する「女性生涯学習研究部門」、地域文化の振興や地域社会の発展に
寄与する活動を行う「地域交流部門」、企業・公的研究機関との関係強化による研究・教育の活性化を目指す「産学官地域連携
部門」の3部門で構成されており、社会・地域連携を推進しています。本センターが中心となって、本学の特徴を生かした教育・研究
活動、地域の自治体や学校等の諸団体の事業への協力など、学生・教職員による多様な社会・地域連携活動を行ってきています。
社会・地域連携に関する相談、提案を当センターまでお気軽にお寄せいただきますようお願いいたします。

地域連携センター長・地域交流部門長 国際文理学部 国際教養学科 教授
チョウドリ マハブブル アロム

女性の多様な生き方を応援し、地域社会に貢献する大学として
　女性生涯学習研究部門では「次代の女性リーダーを育成」という建学の精神にのっとって、管理職や幹部候補の女性を対象とし
た、「女性トップリーダー育成研修」プログラムを実施しました。本研修は学内外の専門家を講師として招聘し、ユニークで創造的な
行動を後押しする内容となっており、様々な分野からたくさんの方々にご参加いただきました。今後も女性が自由に考え発言し、リー
ダーシップを発揮する感覚や能力を高める福岡女子大学という空間を最大限にご活用いただきたいと考えております。
　また伝統文化やアートに親しむ生涯学習カレッジは年々多くのご参加をいただき、感謝申し上げます。地域社会に深く根をおろし
共に豊かに発展する学びの拠点として、今後も鋭意努力していく所存です。

女性生涯学習研究部門長 国際文理学部 国際教養学科 准教授
徐阿貴

産学官地域連携のこれから
　本学が100周年を迎えようとしており、産・学・官・地域の強力な連携の必要性を日々痛感しています。本年度は、6月に大塚製薬
株式会社との包括連携協定を締結するとともに、7月にスポーツと健康に関する産学連携セミナー（「人間力」を強化するスポーツ
健康科学と近未来テクノロジー）を実施し、今後も「食」と「健康」分野を中心とした活動を展開していきます。また、昨年度の宗像市
と包括連携協定にもとづいた「食」や「文化芸術」等に関わる様々な連携活動も進展しており、今後の大きな展開が期待されます。
11月には産学官技術交流会「住まいのエコを考える」を実施しました。参加者は58名となり、「省エネ」に対する関心度の高さを再
確認しました。その他、東部地域大学連携として福岡工業大学・九州産業大学との共同研究も推進し、エコテクノ展示会でのブース
出展、各種交流事業において本学の取り組みに関する情報発信を積極的に行っています。他部門の活動も同様ですが、地域連携
センターの活動は地道な努力の積み重ねの上に成り立っています。小さな一歩が大きな成果につながるように、今後ともご協力を
宜しくお願い致します。

副センター長・産学官地域連携部門長 国際文理学部 食・健康学科 准教授
石川 洋哉

橘・フクシマ・咲江 氏 会場全体の様子 パネルブース パネルディスカッション

発表者全員によるパネルディスカッション

中村大輔准教授による調査・発表の様子



地域交流部門
ノーベル賞受賞者 野依良治先生講演会
「私が歩んだ道。君たちが創る社会」

　本学と九州大学では、ノーベル賞を受賞された方々を講師にお招
きし、研究に関する業績のみならず、その探究心や向上心に触れるこ
とで、若者に将来への情熱や人間力に結び付けてもらうことを目的と
した講演会を不定期に開催しています。
　4回目となる今年度は、2001年にノーベル化学賞を受賞された野
依良治先生の講演会を、11月28日（金）、FFGホール（福岡市中央
区天神）において開催しました。
　野依先生は、ご自身の経歴や研究内容に加え、科学技術を軸とし
た今後の世界への提言等、幅広い内容についてお話され、参加者
の8割を占める高校生にメッセージを送られました。また、続く5名の
高校生と野依先生の対談では、様々な質疑応答が行われ、盛況のう
ちに終了いたしました。

「香椎・香住丘さくらネット」
シンボルマーク制作

　香椎・香住丘校区内の高齢者施
設同士の顔の見える関係づくり、地域
との連携や交流・地域貢献について
検討するネットワーク「香椎・香住丘さ
くらネット」のシンボルマーク及びマス
コットキャラクターの募集があり、シン
ボルマークに本学環境科学科4年
（採用当時）伊藤　明梨さんのデザイ
ンが採用されました。
　シンボルマークは、ネットワーク名
から「さくら」の花びらをモチーフに人
を表現。中心のハートは、孤立を防
ぎ、人々がつながるようにという思い
が込められており、安らぎをイメージさ
せる緑、温かみのあるオレンジが使用
されています。

福岡県東警察署一日署長

　11月30日（金）、本学環境科
学科1年（実施当時）の山元　
玲奈さん（1枚目写真右）が、九
州産業大学の学生と共に、福
岡県警察東警察署の「一日警
察署長」に任命されました。 　 
　福岡県警察第一機動隊グ
ラウンド（福岡市東区千早）で行われた「平成30年度東警察署
年末年始特別警戒出動式」に参加した山元さんは、整列した
警察関係者や地域ボランティアの方々を前に、一日署長として
激励のメッセージを送りました。

飲酒運転撲滅活動

平成30年度
福岡市市民総合防災訓練（東区会場）

女子学生のための防犯推進協議会性犯罪防止活動

　主な被害者である10～20代の女性と同じ年頃の女子大学生が、
自分たちの目線で活動を行うことで、より一層の防犯意識の高揚を
図ることを目的に活動しています。
　今年度は初めて学生自身が企画したキャンペーンを実施し、同年
代の女性を中心とした駅利用者に、注意を呼びかけました。

東区委託事業

YOUTH FESTA HIGASHI 2018

　福岡市東区から委託を受け、各大学の研究者が専門性を生か
した調査・研究を行い、その成果報告としてシンポジウムを開催し
ました。

　福岡市東区が主催する青少年の文化芸術活動の奨励と、
様々な体験の場を提供することにより、青少年の豊かな人間性
の育成と自己形成に資することを目的に、初めて開催されたイ
ベントです。本学からは学生サークル「しょくぼねっと」が参加し
ました。

　防災思想の普及啓発と関係機関の連絡体制確立、防災技術の
向上を図ることを目的に実施されている訓練に、東部地域大学連携
として、初めて参加しました。

　福岡県東警察署等が主催するキャンペーンに参加し、飲酒運転
撲滅や地域安全を呼びかけました。

(関連記事：P.3)

第2回なみき芸術文化祭

　福岡市東区が主催するなみきスクエア（東区千早）を核とした芸術
文化活動の推進を目的に開催されているイベントです。東部地域大
学連携では「食の国際交流」をテーマにした出店を行っており、本学
からは、ベトナムのスイーツ「チェー」を出品しました。

8/24（金）イオンモール香椎浜

12/11（火）イオンモール香椎浜

6/9（土）福岡市立勝馬小学校

3/9（土）福岡女子大学 C201教室

11/26（日）なみきスクエア
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10/27（土） JR香椎駅

6/2（土）なみきスクエア、並木広場

　福岡市東区に位置する福岡女子大学、九州産業大学、福岡工業大学は、平成23年11月に連携協定を締結し、相互の教
育・研究の一層の進展と地域社会の発展に寄与することを目的に活動を行っています。

■ シンポジウム「超高齢・長寿社会を支える地域力について考える
　　　　　　　　　　　　　　～東区から創る私たちの未来～」

東部地域大学連携
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た今後の世界への提言等、幅広い内容についてお話され、参加者
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を表現。中心のハートは、孤立を防
ぎ、人々がつながるようにという思い
が込められており、安らぎをイメージさ
せる緑、温かみのあるオレンジが使用
されています。

福岡県東警察署一日署長

　11月30日（金）、本学環境科
学科1年（実施当時）の山元　
玲奈さん（1枚目写真右）が、九
州産業大学の学生と共に、福
岡県警察東警察署の「一日警
察署長」に任命されました。 　 
　福岡県警察第一機動隊グ
ラウンド（福岡市東区千早）で行われた「平成30年度東警察署
年末年始特別警戒出動式」に参加した山元さんは、整列した
警察関係者や地域ボランティアの方々を前に、一日署長として
激励のメッセージを送りました。
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平成30年度
福岡市市民総合防災訓練（東区会場）

女子学生のための防犯推進協議会性犯罪防止活動

　主な被害者である10～20代の女性と同じ年頃の女子大学生が、
自分たちの目線で活動を行うことで、より一層の防犯意識の高揚を
図ることを目的に活動しています。
　今年度は初めて学生自身が企画したキャンペーンを実施し、同年
代の女性を中心とした駅利用者に、注意を呼びかけました。

東区委託事業

YOUTH FESTA HIGASHI 2018

　福岡市東区から委託を受け、各大学の研究者が専門性を生か
した調査・研究を行い、その成果報告としてシンポジウムを開催し
ました。

　福岡市東区が主催する青少年の文化芸術活動の奨励と、
様々な体験の場を提供することにより、青少年の豊かな人間性
の育成と自己形成に資することを目的に、初めて開催されたイ
ベントです。本学からは学生サークル「しょくぼねっと」が参加し
ました。

　防災思想の普及啓発と関係機関の連絡体制確立、防災技術の
向上を図ることを目的に実施されている訓練に、東部地域大学連携
として、初めて参加しました。

　福岡県東警察署等が主催するキャンペーンに参加し、飲酒運転
撲滅や地域安全を呼びかけました。

(関連記事：P.3)

第2回なみき芸術文化祭
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平成30年度 大学における文化芸術推進事業 

「アートマネジメント人材育成講座」
香住っ子ひろば

福津市との連携事業
　本学と福津市は平成23年3月に連携協定を締結し、地域社会の発展とより良い社会づくりを担う人材の育成に寄与するこ
とを目的として活動を行っています。

　小学校週5日制の導入をきっ
かけに、子どもたちの居場所づく
りを目的として行われており、本
学の1年生が学生寮の活動の
一環として参加しています。 土曜日2～3回(香住丘公民館 他)

平成30年度郷育カレッジ 平成30年度福津市連携事業
「福女大生と一緒につくろう！
  福津産食材でつくる親子料理教室」
　小学1年生～6年生とその保護者を対
象の、主に「食育」「地産地消」を重視し
た親子料理教室です。福津市で採れた
旬の冬野菜を中心とした献立を親子で
調理することで「料理の楽しさ」や「食事
の大切さ」を楽しみながら学ぶことを目
的としています。

　福津市の「ひと、もの、こと」を題材に、様々な分野で講座を展開し
ている福津市独自のプログラム「郷育カレッジ」において、本学教員
が講師を務めました。

ふくとぴあ内調理室
“もりもりキッチン”にて
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夜間合同パトロール
　校区の安全安心のため、毎月第
3金曜日午後8時から合同パトロー
ルが行われており、本学からも寮
生や教職員が参加しています。

毎月第3金曜日(香住丘校区)

第26回香住丘校区夏まつり
　校区の夏まつりで本学学生がステージイベントの司会や抽選会
等のお手伝いをさせていただきました。また、浴衣の貸出や着付け
をしていただき、留学生を含む学生たちが、浴衣姿で参加しました。

香住丘校区防災訓練
　校区主催の防災訓練に本学学生が参加しました。当日は非常食
作りや段ボールベッド体験、新聞紙スリッパ作成等貴重な体験をさ
せていただき、防災意識を高める機会となりました。

男の料理教室
　今年度から新たに始まった男
の料理教室において、本学教員
が講師を務めました。当日は学
生もスタッフとして協力し、和や
かな雰囲気の中、鯵の捌き方等
を紹介しました。 11/3(土・祝） 香住丘公民館 

(舟木 淳子 准教授)

第20回香住丘音楽会
　地域の音楽家や住民の方々
が一緒になってつくりあげる音
楽会です。今年も本学を会場と
して行われ、学生が司会、照明
等の運営に協力しました。

12/8（土） 福岡女子大学大学会館 導入講座　6/24「ともに想い描くアート鑑賞体験」
アイマスクをつかってグループで絵画鑑賞

そば打ち体験教室
　そば打ちという日本文化を通して、地域の方 と々留学生が楽しく
交流を深めることを目的として開催しています。

1/27（日） 香住丘公民館

7/28（土） かしいかえん　大テント

10/13（土） 福岡市立香椎第２中学校

地域（香住丘校区）との交流
　本学が所在する福岡市東区香住丘校区の様々な事業に本学の学生、教職員が協力しています。

文化庁「平成30年度 大学における文化芸術推進事業」の採択を受け、障がいの有無に関わらず文化芸術の楽しみをわかち合う場を
つくる人材の育成を目的とした「アートマネジメント人材育成講座」を実施しました。

①情報活用☆超入門
　～スマホから人工知能まで～
　10/23（火） 福津市中央公民館

②情報活用☆応用
　～プログラミングに挑戦～
　11/21（水） 福岡女子大学C109教室

講師：藤野　友和 准教授 担当講師：梅木陽子講師

導入講座（全2回）
アートマネジメント講座（全8回）

　アートマネジメントについて学びたい受講生を対象に、アートマネ
ジメントや福岡女子大学の取り組みに理解を深めてもらうための導
入講座、講義や現場体験で学びを重ね、受講生自身が「障がい者
とアート」をテーマに企画した案を実現するアートマネジメント講座
を開催しました。

　「佐々木俊介作品展」では、油彩画・水彩
画17点と佐々木先生が本学の教員時代に
指導した学生の演習作品を展示、初日には、
佐々木先生と安永幸一氏（福岡アジア美術
館元館長）によるオープニングトークが行われ
ました。佐々木先生は、都市生活の中に人工
的なもの架空のものを組み合わせた『村の入
口-1』など、都市生活者の日常やそこに潜む
自己疎外、社会の中の個などの心象風景を
テーマに描かれています。また、開学記念式典
や「福岡ミュージアムウィーク2018」でも多く
の方が訪れ、鑑賞されていました。

アートマネジメント講座　7/1「障がいとアート概論」
障がいとは何か、境界線について考える時間

特別公開講座　10/28「ふれる×つくる×わかちあう」
片山氏の彫刻作品に触れて鑑賞する参加者たち

10/27「感性をひらく」
目を閉じて音の違いに耳を澄ます
参加者たち

11/23「[創造]×[想像]アートで
福祉をソウゾウする」では福祉や
文化芸術関係者など多数の方が
参加

特別公開講座（全3回）

　参加対象を一般に広げ、10月に「感性がひらかれるとき 触常者 
広瀬 浩二郎×彫刻家 片山 博詞」を本学にて、11月に「しょうぶ学
園 福森 伸 講演会 [創造]×[想像]アートで福祉をソウゾウする」を
宗像市役所にて開催し、障がいの有無に関わらず多数の方にご
参加いただきました。

[6月～3月] [10月～11月]

平成30年度 大学における文化芸術推進事業 

「アートマネジメント人材育成講座」

福岡女子大学名誉教授である佐々木俊介先生の絵画作品展を福岡女子大学美術館で開催しました。

「佐々木俊介作品展」さまざまな暮らし
福岡女子大学美術館 企画展

[2018年4/20(金)～5/31日(木)]

佐々木俊介作品展の様子

村の入口-1
（画布・油彩 2009年）
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食品のはたらきを考える

管理栄養士の仕事とは

管理栄養士の仕事とは

私たちと「ジェンダー」

外交官という職業

百人一首

お隣の国、台湾を知ろう

お隣の国、台湾を知ろう

百人一首

百人一首

国際社会における日本の役割

国際社会における日本の役割

外国語の学び方

食感とおいしさ

世界と出会う自分と出会う

多言語・多文化社会に生き残るためには

第一次世界大戦とは何だったのか？

第一次世界大戦とは何だったのか？

名作を書き直す

国際紛争を平和的に解決するには－国際裁判について知ろう－

チーム医療で取り組む栄養管理

 

4月26日（木）

6月16日（土）

7月  4日（水）

7月  4日（水）

7月  4日（水）

7月  4日（水）

7月12日（木）

7月17日（火）

8月22日（水）

8月24日（金）

9月14日（金）

9月14日（金）

9月14日（金）

9月14日（金）

9月28日（金）

10月19日（金）

10月19日（金）

10月19日（金）

10月20日（土）

10月27日（土）

11月14日（水）

11月14日（水）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

12月13日（木）

12月19日（水）

12月19日（水）

12月25日（火）

12月26日（水）

12月26日（水）

1

2

4

6

3

5

7

8

9

10

11

13

12

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

25

24

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

79

22

28

44

14

23

29

15

19

22

29

30

44

44

15

25

20

20

62

20

25

22

18

23

39

42

14

16

41

44

21

18

40

56

24

1

1～3

1・2

1・2

1・2

1・2

2

2

1・2

2・3

1・2

1・2

1・2

1・2

2

中1～高2

中1～高2

1～3

1～3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

1・2

1・2

1・2

No. 開催日 学校名 学年 人数 教員名 内容

出前講義等

１．出前講義 ※同じ開催日・学校でも、受講生が異なる場合は、開講回数に応じて記載しています。 福岡市立香椎第１中学校
豊貞 佳奈子 准教授

宮崎 聖子 教授、 山下 哲生 教授

チョウドリ マハブブル アロム教授

猪股 伸幸 准教授、 松尾 亮太 准教授

山下 哲生 教授

職場体験学習

　8月29日（水）：大学見学、研究業務補助

　8月30日（木）：研究業務補助

　8月31日（金）：司書業務補助、事務局業務補助

職場体験学習

　9月5日（水）：大学見学、事務局業務補助

　9月6日（木）：生協Jショップ業務補助、研究業務補助

　9月7日（金）：研究業務補助、司書業務補助

職場体験学習

　9月11日（火）：大学見学、研究業務補助

　9月12日（水）：研究業務補助、司書業務補助

　9月13日（木）：生協Jショップ業務補助、事務局業務補助

「総合的な学習の時間」上級学校訪問

「城香フェスタ」講演

　「要確認」

　「福岡と釜山を中心にみる多文化政策」

職場体験学習

　9月26日（水）：大学見学、事務局業務補助

　9月27日（木）：研究業務、事務局業務補助

職場体験学習

　10月15日（月）：大学紹介、事務局業務補助

　10月16日（火）：研究業務補助、事務局業務補助

　10月17日（水）：事務局業務補助、研究業務補助

 8月29日（水）～8月31日（金）1

福岡市立香椎第２中学校
吉村 利夫 教授

石川 洋哉 准教授
9月5日（水）～9月7日（金）2

福岡市立和白丘中学校
チョウドリ マハブブル アロム 教授

石川 洋哉 准教授

野依 智子 教授、 山下 哲生 教授

9月11日（火）～9月13日（木）3

志免町立志免東中学校9月13日（木）4

石川 洋哉 准教授福岡市立照葉中学校
9月26日（水）

9月27日（木）
6

パスマシリ・ジャヤセーナ 准教授

金希京 准教授

福岡市立城香中学校9月15日（土）5

福岡県立宗像中学校10月15日（月）～10月17日（水）7

No. 開催日 学校名 教員名 内容

3．その他

 

No. 開催日 教員名 内容

2.スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

1.選択必修 時間数：6時間　実施場所：地域連携センターセミナー室

福岡県立香住丘高等学校（2年生）

中学校

No. 開催日 学校名 教員名 内容

高等学校

▼ 環境科学探究講座

近隣の中学校や高校を中心に、本学の教員が高校にお伺いする出前講義や、中学校の職場体験学習受入等を実施しています。

教員免許状更新講習
教員免許更新制の免許状更新講習として、文部科学大臣の認定を受けて「選択必修領域」と「選択領域」の3科目（国語、理科等、栄養）に
ついて、次のとおり開設しました。（受講者数：延べ300名）

池田 宜弘 教授
瀧下 清貴 教授
馬 昌珍 教授
松尾 亮太 准教授
大坪 繭子 助手

瀧下 清貴 教授
大坪 繭子 助手

池田 宜弘 教授

松尾 亮太 准教授

馬 昌珍 教授

事前指導

目に見えない生物の多様性を知る

表面張力を測定する

ナメクジの学習行動実験

火力発電モデル実験と排ガスの測定

5月16日（水）

6月  6日（水） 

6月  6日（水）

6月13日（水）

6月13日（水）

1

2

3

4

5

 

No. 人数研究室名 教員名 研究テーマ

3.福岡女子大学研究室体験プログラム
 福岡県立香住丘高等学校 数理コミュニケーションクラス1・2年生女子

池田 宜弘 教授 11 物理化学研究室

猪股 伸幸 准教授 22 進化遺伝学研究室

 

No. 開催日 教員名 内容

▼ 委員会等

池田 宜弘 教授
松尾 亮太 准教授

松尾 亮太 准教授

研修成果報告会・課題研究発表会

運営指導委員会、生徒課題研究発表会 

6月29日（金）

12月  7日（金）

1

2

シャボン膜の膜厚測定による
黒膜形成の解明

松尾 亮太 准教授 23 神経生物学研究室 ナメクジは小松菜とチンゲン菜の
匂いを嗅ぎ分けるか

庄山 茂子 教授 25 環境デザイン学研究室 快適な生活環境実現のための
色彩研究

若竹 雅宏 講師 56 建築設計学研究室 建築模型製作から学ぶ現代住宅の
空間構成分析

遺伝子の分子生物学的解析

小崎 智照 准教授 54 環境衛生・計画学研究室 ヒートショックによる循環器への作用

藤岡 薫 准教授 17 環境数理学研究室 モデル化とシミュレーション

庄山 茂子 教授

徐阿貴 准教授

家庭科クラブからのインタビュー

2年生課題研究に関するインタビュー

福岡県立山門高等学校

福岡県立宗像高等学校

8月5日（日）

8月25日（土）

1

2

No. 開催日 タイトル 担当講師

森 邦昭 教授

鈴木 有美 准教授

アクティブラーニングで学ぶ道徳教育（道徳教育） 

あらゆる教育活動に活かす教育相談的態度と積極的傾聴（教育相談） 

8月3日（金）

8月4日（土）

1

2

2.国語 時間数：6時間　実施場所：講義棟

No. 開催日 タイトル 担当講師

坂本 浩一 教授・橋本 直幸 准教授

月野 文子 教授・福岡教育大学 教育学部　沼尻 利通 准教授

坂口 周 准教授・大久保 順子 教授

渡邉 俊 准教授・福岡教育大学 教育学部　荻野 千砂子 准教授

｢国語｣教材への視点 

｢国語｣教材の講読Ⅰ 

｢国語｣教材の講読Ⅱ 

境界を超える｢文学｣・「歴史」・｢ことば｣ 

8月3日（金）

8月4日（土）

8月6日（月）

8月7日（火）

1

2

3

4

3.理科等 時間数：6時間　実施場所：講義棟

No. 開催日 タイトル 担当講師

瀧下 清貴 教授・大坪 繭子 助手

松尾 亮太 准教授・美濃部 純子 助手

池田 宜弘 教授

実践で学ぶ最新の生命科学・物質科学（１）目に見えない生物の多様性を考える 

実践で学ぶ最新の生命科学・物質科学（２）ナメクジを使った神経科学 

実践で学ぶ最新の生命科学・物質科学（３）界面活性剤と界面現象 

8月1日（水）

8月2日（木）

8月3日（金）

1

2

3

4.栄養 時間数：6時間　実施場所：地域連携センターセミナー室

No. 開催日 タイトル 担当講師

中村 強 教授・濱田 俊 教授

南里 明子 准教授・片桐 義範 教授

石川 洋哉 准教授・舟木 淳子 准教授・梅木 陽子 講師

食指導に活かす栄養学的･医学的基礎知識 

栄養ケアプロセスの実践と食と健康に関する基礎知識 

学校における食の安全確保と食品の活用法 

8月6日（月）

8月7日（火）

8月8日（水）

1

2

3
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福岡県立武蔵台高等学校

九州国際大学付属高等学校

福岡雙葉高等学校

福岡雙葉高等学校

福岡雙葉高等学校

福岡雙葉高等学校

福岡県立明善高等学校

福岡県立育徳館高等学校

福岡県立小倉西高等学校

福岡県立小倉西高等学校

福岡県立春日高等学校

福岡県立春日高等学校

福岡県立春日高等学校

福岡県立春日高等学校

熊本県立東稜高等学校

福岡県立門司学園高等学校

福岡県立門司学園高等学校

福岡県立博多青松高等学校

九州国際大学付属高等学校

久留米信愛高等学校

福岡県立伝習館高等学校

福岡県立伝習館高等学校

福岡県立福岡中央高等学校

福岡県立福岡中央高等学校

福岡県立福岡中央高等学校

福岡県立福岡中央高等学校

福岡県立小郡高等学校

福岡県立嘉穂高等学校

福岡県立嘉穂高等学校

福岡県立朝倉高等学校

広島県立五日市高等学校

広島県立五日市高等学校

八女学院高等学校

福岡県立小倉高等学校

福岡工業大学附属城東高等学校

和栗 百恵 准教授

石川 洋哉 准教授

大久保 順子 教授

大久保 順子 教授

豊貞 佳奈子 准教授

豊貞 佳奈子 准教授

今井 明 教授

坂本 浩一 教授

馬 昌珍 教授

櫻木 理江 講師

石川 洋哉 准教授

石川 洋哉 准教授

中村 大輔 准教授

中村 大輔 准教授

石川 洋哉 准教授

梅木 陽子 講師

梅木 陽子 講師

宮崎 聖子 教授

山下 哲生 教授

今井 明 教授

宮崎 聖子 教授

宮崎 聖子 教授

今井 明 教授

今井 明 教授

パスマシリ・ジャヤセーナ 准教授

パスマシリ・ジャヤセーナ 准教授

山下 哲生 教授

舟木 淳子 准教授

和栗 百恵 准教授

金希京 准教授

馬場 優 准教授

馬場 優 准教授

宮川 美佐子 教授

深町 朋子 准教授

片桐 義範 教授

Youは何しに大学へ？

食品のはたらきを考える

江戸時代の「怪談」に学ぶ

江戸時代の「怪談」に学ぶ

住宅設備の歴史とエコライフスタイル

住宅設備の歴史とエコライフスタイル

百人一首

日本語とコミュニケーション文化

PM2.5って何？

なぜその製品を買ってしまうのか

食品のはたらきを考える

食品のはたらきを考える

空間経済学による持続可能な発展

空間経済学による持続可能な発展

食品のはたらきを考える

管理栄養士の仕事とは

管理栄養士の仕事とは

私たちと「ジェンダー」

外交官という職業

百人一首

お隣の国、台湾を知ろう

お隣の国、台湾を知ろう

百人一首

百人一首

国際社会における日本の役割

国際社会における日本の役割

外国語の学び方

食感とおいしさ

世界と出会う自分と出会う

多言語・多文化社会に生き残るためには

第一次世界大戦とは何だったのか？

第一次世界大戦とは何だったのか？

名作を書き直す

国際紛争を平和的に解決するには－国際裁判について知ろう－

チーム医療で取り組む栄養管理

 

4月26日（木）

6月16日（土）

7月  4日（水）

7月  4日（水）

7月  4日（水）

7月  4日（水）

7月12日（木）

7月17日（火）

8月22日（水）

8月24日（金）

9月14日（金）

9月14日（金）

9月14日（金）

9月14日（金）

9月28日（金）

10月19日（金）

10月19日（金）

10月19日（金）

10月20日（土）

10月27日（土）

11月14日（水）

11月14日（水）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

11月15日（木）

12月13日（木）

12月19日（水）

12月19日（水）

12月25日（火）

12月26日（水）

12月26日（水）

1

2

4

6

3

5

7

8

9

10

11

13

12

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

25

24

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

79

22

28

44

14

23

29

15

19

22

29

30

44

44

15

25

20

20

62

20

25

22

18

23

39

42

14

16

41

44

21

18

40

56

24

1

1～3

1・2

1・2

1・2

1・2

2

2

1・2

2・3

1・2

1・2

1・2

1・2

2

中1～高2

中1～高2

1～3

1～3

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

1・2

1・2

1・2

No. 開催日 学校名 学年 人数 教員名 内容

出前講義等

１．出前講義 ※同じ開催日・学校でも、受講生が異なる場合は、開講回数に応じて記載しています。 福岡市立香椎第１中学校
豊貞 佳奈子 准教授

宮崎 聖子 教授、 山下 哲生 教授

チョウドリ マハブブル アロム教授

猪股 伸幸 准教授、 松尾 亮太 准教授

山下 哲生 教授

職場体験学習

　8月29日（水）：大学見学、研究業務補助

　8月30日（木）：研究業務補助

　8月31日（金）：司書業務補助、事務局業務補助

職場体験学習

　9月5日（水）：大学見学、事務局業務補助

　9月6日（木）：生協Jショップ業務補助、研究業務補助

　9月7日（金）：研究業務補助、司書業務補助

職場体験学習

　9月11日（火）：大学見学、研究業務補助

　9月12日（水）：研究業務補助、司書業務補助

　9月13日（木）：生協Jショップ業務補助、事務局業務補助

「総合的な学習の時間」上級学校訪問

「城香フェスタ」講演

　「要確認」

　「福岡と釜山を中心にみる多文化政策」

職場体験学習

　9月26日（水）：大学見学、事務局業務補助

　9月27日（木）：研究業務、事務局業務補助

職場体験学習

　10月15日（月）：大学紹介、事務局業務補助

　10月16日（火）：研究業務補助、事務局業務補助

　10月17日（水）：事務局業務補助、研究業務補助

 8月29日（水）～8月31日（金）1

福岡市立香椎第２中学校
吉村 利夫 教授

石川 洋哉 准教授
9月5日（水）～9月7日（金）2

福岡市立和白丘中学校
チョウドリ マハブブル アロム 教授

石川 洋哉 准教授

野依 智子 教授、 山下 哲生 教授

9月11日（火）～9月13日（木）3

志免町立志免東中学校9月13日（木）4

石川 洋哉 准教授福岡市立照葉中学校
9月26日（水）

9月27日（木）
6

パスマシリ・ジャヤセーナ 准教授

金希京 准教授

福岡市立城香中学校9月15日（土）5

福岡県立宗像中学校10月15日（月）～10月17日（水）7

No. 開催日 学校名 教員名 内容

3．その他

 

No. 開催日 教員名 内容

2.スーパーサイエンスハイスクール（SSH）

1.選択必修 時間数：6時間　実施場所：地域連携センターセミナー室

福岡県立香住丘高等学校（2年生）

中学校

No. 開催日 学校名 教員名 内容

高等学校

▼ 環境科学探究講座

近隣の中学校や高校を中心に、本学の教員が高校にお伺いする出前講義や、中学校の職場体験学習受入等を実施しています。

教員免許状更新講習
教員免許更新制の免許状更新講習として、文部科学大臣の認定を受けて「選択必修領域」と「選択領域」の3科目（国語、理科等、栄養）に
ついて、次のとおり開設しました。（受講者数：延べ300名）

池田 宜弘 教授
瀧下 清貴 教授
馬 昌珍 教授
松尾 亮太 准教授
大坪 繭子 助手

瀧下 清貴 教授
大坪 繭子 助手

池田 宜弘 教授

松尾 亮太 准教授

馬 昌珍 教授

事前指導

目に見えない生物の多様性を知る

表面張力を測定する

ナメクジの学習行動実験

火力発電モデル実験と排ガスの測定

5月16日（水）

6月  6日（水） 

6月  6日（水）

6月13日（水）

6月13日（水）

1

2

3

4

5

 

No. 人数研究室名 教員名 研究テーマ

3.福岡女子大学研究室体験プログラム
 福岡県立香住丘高等学校 数理コミュニケーションクラス1・2年生女子

池田 宜弘 教授 11 物理化学研究室

猪股 伸幸 准教授 22 進化遺伝学研究室

 

No. 開催日 教員名 内容

▼ 委員会等

池田 宜弘 教授
松尾 亮太 准教授

松尾 亮太 准教授

研修成果報告会・課題研究発表会

運営指導委員会、生徒課題研究発表会 

6月29日（金）

12月  7日（金）

1

2

シャボン膜の膜厚測定による
黒膜形成の解明

松尾 亮太 准教授 23 神経生物学研究室 ナメクジは小松菜とチンゲン菜の
匂いを嗅ぎ分けるか

庄山 茂子 教授 25 環境デザイン学研究室 快適な生活環境実現のための
色彩研究

若竹 雅宏 講師 56 建築設計学研究室 建築模型製作から学ぶ現代住宅の
空間構成分析

遺伝子の分子生物学的解析

小崎 智照 准教授 54 環境衛生・計画学研究室 ヒートショックによる循環器への作用

藤岡 薫 准教授 17 環境数理学研究室 モデル化とシミュレーション

庄山 茂子 教授

徐阿貴 准教授

家庭科クラブからのインタビュー

2年生課題研究に関するインタビュー

福岡県立山門高等学校

福岡県立宗像高等学校

8月5日（日）

8月25日（土）

1

2

No. 開催日 タイトル 担当講師

森 邦昭 教授

鈴木 有美 准教授

アクティブラーニングで学ぶ道徳教育（道徳教育） 

あらゆる教育活動に活かす教育相談的態度と積極的傾聴（教育相談） 

8月3日（金）

8月4日（土）

1

2

2.国語 時間数：6時間　実施場所：講義棟

No. 開催日 タイトル 担当講師

坂本 浩一 教授・橋本 直幸 准教授

月野 文子 教授・福岡教育大学 教育学部　沼尻 利通 准教授

坂口 周 准教授・大久保 順子 教授

渡邉 俊 准教授・福岡教育大学 教育学部　荻野 千砂子 准教授

｢国語｣教材への視点 

｢国語｣教材の講読Ⅰ 

｢国語｣教材の講読Ⅱ 

境界を超える｢文学｣・「歴史」・｢ことば｣ 

8月3日（金）

8月4日（土）

8月6日（月）

8月7日（火）

1

2

3

4

3.理科等 時間数：6時間　実施場所：講義棟

No. 開催日 タイトル 担当講師

瀧下 清貴 教授・大坪 繭子 助手

松尾 亮太 准教授・美濃部 純子 助手

池田 宜弘 教授

実践で学ぶ最新の生命科学・物質科学（１）目に見えない生物の多様性を考える 

実践で学ぶ最新の生命科学・物質科学（２）ナメクジを使った神経科学 

実践で学ぶ最新の生命科学・物質科学（３）界面活性剤と界面現象 

8月1日（水）

8月2日（木）

8月3日（金）

1

2

3

4.栄養 時間数：6時間　実施場所：地域連携センターセミナー室

No. 開催日 タイトル 担当講師

中村 強 教授・濱田 俊 教授

南里 明子 准教授・片桐 義範 教授

石川 洋哉 准教授・舟木 淳子 准教授・梅木 陽子 講師

食指導に活かす栄養学的･医学的基礎知識 

栄養ケアプロセスの実践と食と健康に関する基礎知識 

学校における食の安全確保と食品の活用法 

8月6日（月）

8月7日（火）

8月8日（水）

1

2

3
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大塚製薬株式会社との包括的連携協定 学内に災害対策用自動販売機を設置しました

6/13(福岡女子大学 特別会議室)

7/23(福岡女子大学地域連携センター セミナー室2)

　福岡女子大学と大塚製薬株式会社との包
括的連携協定の調印式が執り行われました。
大塚製薬（株）が公立大学と連携協定を締
結するのは本学が初となります。
　これまでにも本学が主催する「産学官地
域連携セミナー」において、スポーツ栄養に関するご講演をいただく等、
大塚製薬（株）との交流事業を行っておりましたが、本協定を契機に、食
や健康をはじめ地域貢献や災害対策自販機の設置等、様々な形態で連
携事業を進めてまいります。

　大塚製薬株式会社と包括的連携協定に
おける連携事業の一環として、このたび学内
に災害対策用自動販売機（ライフラインベン
ダー）を設置いたしました。
　本機は通常の自販機としての機能と併せ
て災害対策の役割も担っており、大きな震災
等の緊急時には、管理者が近くにいる場合、
自販機内の飲料・食品を無償で提供します。
　現在、各飲料のほか、バランス栄養食「カロ
リーメイト」、低GI食品「ソイジョイ」等を取扱
中です。是非ご利用ください。

　文部科学省の「研究機関における公的研究費の
管理・監査のガイドライン」及び「研究活動における
不正行為への対応等に関するガイドライン」の概要
や、他大学・研究機関で起きた不正事例等を参考
に、本学での取組や研究活動・研究費執の際の注意
点等についてわかりやすくご説明いただきました。

　競争的資金に三十数回採択され、
2015年佐賀大学の科研費ランキング１位
を獲得された北川慶子氏を講師にお招き
し、これまでの大変豊富な経験を基に、科
研費採択に向けた研究計画調書の作成
ポイントを丁寧にご教示いただきました。

６月に包括的連携協定を締結した大塚製薬(株)との第1回目の連携事業として、本セミナー
を開催しました。
セミナーでは、大塚製薬(株) 神田 悠司氏にスポーツ活動中の熱中症予防対策についてご講
演いただきました。

スポーツと健康に関する産学連携セミナー
「『人間力』を強化するスポーツ健康科学と近未来テクノロジー」

コンプライアンス・
研究倫理教育研修

9/20(福岡女子大学地域連携センター セミナー室2)

古賀市と包括的連携協定を締結しました

2/21(古賀市役所)

JA筑前あさくら及びJA福岡中央会と
包括的連携協定を締結しました

平成30年度
共同研究・受託研究等に係る外部資金獲得の状況

11/29(福岡女子大学 地域連携センター セミナー室2)

第16回福岡女子大学産学官技術交流会
「住まいのエコを考える」

10/4(福岡女子大学地域連携センター セミナー室2)

「科研費の採択に向けた効果的な申請書の
  書き方～研究計画調書の書き方のポイント～」

外部資金獲得セミナー

1110 地域連携センターニュース No.8

長野 真弓教授 神田 悠司氏

大塚製薬 後藤氏と梶山学長
災害対策用自動販売機
(地域連携センター１階)

KFT(株)　二枝 崇治氏積水ハウス(株)　近田 智也氏豊貞 佳奈子 准教授

会場の様子

梶山学長と田辺古賀市長

登壇者によるパネルディスカッション福岡県建築都市部　西迫 健徳氏

講演の様子 県民大会にて報告する本学学生と
食・健康学科新開章司教授：写真右端

【第１部】 子どもの「生きる力」の基盤強化　13：30～15：30
　　　　 講師▶福岡女子大学国際文理学部 　長野 真弓 教授
　　　　 　　  九州産業大学人間科学部スポーツ健康科学科講師　吉田 明日美氏
　　　　 　　  大塚製薬(株)ニュートラシューティカルズ事業部　神田 悠司氏
【第２部】 知力と運動能力の新たな拡張へ　16：00～18：00
　　　　 講師▶ジョージア工科大学理学部准教授 篠原 稔氏

講師▶公認会計士　西 秀雄氏
　　　（新日本有限責任監査法人）
参加者：教職員70名

講師▶佐賀大学名誉教授・聖徳大学教授　北川 慶子氏
参加者：教職員18名

　パリ協定が採択され、日本では温室効果ガス排出量について、家
庭部門で40%削減との高い目標を設定しています。
　環境に優しく健康で快適な住まいについて、企業での取組事例の
紹介と併せて、産・学・官それぞれの立場からお話いただきました。

主催：福岡女子大学　共催：九州歯科大学、福岡県立大学　
後援：福岡県
参加者：60名（学生22名、教職員14名、一般24名）

　福岡女子大学と古賀市は、それ
ぞれが有する資源、機能等の効果
的な活用を図りながら、活力ある個
性豊かな地域社会の形成と発展、
学術の振興、地域産業の振興及び
人材育成寄与することを目的に、包
括的連携協定を締結しました。
　まずは食と健康を中心とした連携事業により、子どもから高齢者
までの全世代型の健康づくりを推進してまいります。

　本学とJA筑前あさくら、JA福岡中央会はこれまでの食育・地産
地消に関する取組みをふまえ、より広範な連携へと発展させるた
め包括的な連携協定を締結しました。
　梨農家の方を講師としてお招きし、生産・販売に関する講義を
行っていただきました。また、学生による生産収穫体験(写真)や学
生と梨農家が協働し、梨の販売を行いました。これらの活動を3/1
開催「食育・地産地消県民大会」において報告しました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　

知的財産セミナー「大学教員と特許・著作権」

3/6(福岡女子大学 地域連携センター C208)

　特許権と著作権を比較しながら、ま
た、実際の裁判事例を交えながら分か
りやすくお話いただきました。また、講
義終了後の質疑応答ではたくさんの
質問があがり、非常に学びの多い時
間となりました。

参加者：教職員17名
講師：大本総合法律事務所顧問弁護士　土肥 一史氏

講演１ 「エコハウスとエコライフスタイル」
　　　　福岡女子大学国際文理学部　豊貞 佳奈子 准教授
講演２ 「ZEH普及に必要なこと」
　　　　積水ハウス株式会社 環境推進部 温暖化防止推進室 室長　近田 智也氏
講演３ 「健康的な住まい探求」
　　　　KFT株式会社　代表取締役　二枝 崇治氏
講演４ 「福岡県内の住宅事情と省エネルギー対策について」
　　　　福岡県建築都市部 住宅計画課 計画係長　西迫 健徳氏
講演５ 「登壇者によるディスカッション」　
　　　　コーディネーター：福岡女子大学　大中 忠勝 名誉教授

「住まいのエコを考える」プログラム

産学官連携部門
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参加者：30名

◇研究棟２階　エレベーターホール横
◇地域連携センター１階　階段下
◇なでしこ寮１階　ラウンジ前

学内設置場所

種別

平成31年3月25日時点

件数 金額(円)

共同研究
受託研究
寄附金
科学研究費助成事業（日本学術振興会）研究代表者分
科学研究費助成事業（日本学術振興会）研究分担者分
「大学加速教育再生加速プログラム（AP)」（文部科学省）
「女性リーダー養成事業補助金」（福岡県）

「中小企業経営支援等対策費補助金」
（一般財団法人九州産業技術センター）
「福岡県つながる食育推進事業」（福岡県）※交付額
「草の根技術協力事業」（独立行政法人国際協力機構）
「大学における文化芸術推進事業」（文化庁）※交付額

3,800,000
4,150,977
1,950,000
31,330,000
6,662,500
12,060,000
10,134,000

1,537,502

731,620
　3,653,440
7,053,000

　83,063,039

12
4
6
31
21
1
2

1

1
1
1

　81計



大塚製薬株式会社との包括的連携協定 学内に災害対策用自動販売機を設置しました

6/13(福岡女子大学 特別会議室)

7/23(福岡女子大学地域連携センター セミナー室2)

　福岡女子大学と大塚製薬株式会社との包
括的連携協定の調印式が執り行われました。
大塚製薬（株）が公立大学と連携協定を締
結するのは本学が初となります。
　これまでにも本学が主催する「産学官地
域連携セミナー」において、スポーツ栄養に関するご講演をいただく等、
大塚製薬（株）との交流事業を行っておりましたが、本協定を契機に、食
や健康をはじめ地域貢献や災害対策自販機の設置等、様々な形態で連
携事業を進めてまいります。

　大塚製薬株式会社と包括的連携協定に
おける連携事業の一環として、このたび学内
に災害対策用自動販売機（ライフラインベン
ダー）を設置いたしました。
　本機は通常の自販機としての機能と併せ
て災害対策の役割も担っており、大きな震災
等の緊急時には、管理者が近くにいる場合、
自販機内の飲料・食品を無償で提供します。
　現在、各飲料のほか、バランス栄養食「カロ
リーメイト」、低GI食品「ソイジョイ」等を取扱
中です。是非ご利用ください。

　文部科学省の「研究機関における公的研究費の
管理・監査のガイドライン」及び「研究活動における
不正行為への対応等に関するガイドライン」の概要
や、他大学・研究機関で起きた不正事例等を参考
に、本学での取組や研究活動・研究費執の際の注意
点等についてわかりやすくご説明いただきました。

　競争的資金に三十数回採択され、
2015年佐賀大学の科研費ランキング１位
を獲得された北川慶子氏を講師にお招き
し、これまでの大変豊富な経験を基に、科
研費採択に向けた研究計画調書の作成
ポイントを丁寧にご教示いただきました。

６月に包括的連携協定を締結した大塚製薬(株)との第1回目の連携事業として、本セミナー
を開催しました。
セミナーでは、大塚製薬(株) 神田 悠司氏にスポーツ活動中の熱中症予防対策についてご講
演いただきました。

スポーツと健康に関する産学連携セミナー
「『人間力』を強化するスポーツ健康科学と近未来テクノロジー」

コンプライアンス・
研究倫理教育研修

9/20(福岡女子大学地域連携センター セミナー室2)

古賀市と包括的連携協定を締結しました

2/21(古賀市役所)

JA筑前あさくら及びJA福岡中央会と
包括的連携協定を締結しました

平成30年度
共同研究・受託研究等に係る外部資金獲得の状況

11/29(福岡女子大学 地域連携センター セミナー室2)

第16回福岡女子大学産学官技術交流会
「住まいのエコを考える」

10/4(福岡女子大学地域連携センター セミナー室2)

「科研費の採択に向けた効果的な申請書の
  書き方～研究計画調書の書き方のポイント～」

外部資金獲得セミナー

1110 地域連携センターニュース No.8

長野 真弓教授 神田 悠司氏

大塚製薬 後藤氏と梶山学長
災害対策用自動販売機
(地域連携センター１階)

KFT(株)　二枝 崇治氏積水ハウス(株)　近田 智也氏豊貞 佳奈子 准教授

会場の様子

梶山学長と田辺古賀市長

登壇者によるパネルディスカッション福岡県建築都市部　西迫 健徳氏

講演の様子 県民大会にて報告する本学学生と
食・健康学科新開章司教授：写真右端

【第１部】 子どもの「生きる力」の基盤強化　13：30～15：30
　　　　 講師▶福岡女子大学国際文理学部 　長野 真弓 教授
　　　　 　　  九州産業大学人間科学部スポーツ健康科学科講師　吉田 明日美氏
　　　　 　　  大塚製薬(株)ニュートラシューティカルズ事業部　神田 悠司氏
【第２部】 知力と運動能力の新たな拡張へ　16：00～18：00
　　　　 講師▶ジョージア工科大学理学部准教授 篠原 稔氏

講師▶公認会計士　西 秀雄氏
　　　（新日本有限責任監査法人）
参加者：教職員70名

講師▶佐賀大学名誉教授・聖徳大学教授　北川 慶子氏
参加者：教職員18名

　パリ協定が採択され、日本では温室効果ガス排出量について、家
庭部門で40%削減との高い目標を設定しています。
　環境に優しく健康で快適な住まいについて、企業での取組事例の
紹介と併せて、産・学・官それぞれの立場からお話いただきました。

主催：福岡女子大学　共催：九州歯科大学、福岡県立大学　
後援：福岡県
参加者：60名（学生22名、教職員14名、一般24名）

　福岡女子大学と古賀市は、それ
ぞれが有する資源、機能等の効果
的な活用を図りながら、活力ある個
性豊かな地域社会の形成と発展、
学術の振興、地域産業の振興及び
人材育成寄与することを目的に、包
括的連携協定を締結しました。
　まずは食と健康を中心とした連携事業により、子どもから高齢者
までの全世代型の健康づくりを推進してまいります。

　本学とJA筑前あさくら、JA福岡中央会はこれまでの食育・地産
地消に関する取組みをふまえ、より広範な連携へと発展させるた
め包括的な連携協定を締結しました。
　梨農家の方を講師としてお招きし、生産・販売に関する講義を
行っていただきました。また、学生による生産収穫体験(写真)や学
生と梨農家が協働し、梨の販売を行いました。これらの活動を3/1
開催「食育・地産地消県民大会」において報告しました。　　　　
　　　　　　　　　　　　　

知的財産セミナー「大学教員と特許・著作権」

3/6(福岡女子大学 地域連携センター C208)

　特許権と著作権を比較しながら、ま
た、実際の裁判事例を交えながら分か
りやすくお話いただきました。また、講
義終了後の質疑応答ではたくさんの
質問があがり、非常に学びの多い時
間となりました。

参加者：教職員17名
講師：大本総合法律事務所顧問弁護士　土肥 一史氏

講演１ 「エコハウスとエコライフスタイル」
　　　　福岡女子大学国際文理学部　豊貞 佳奈子 准教授
講演２ 「ZEH普及に必要なこと」
　　　　積水ハウス株式会社 環境推進部 温暖化防止推進室 室長　近田 智也氏
講演３ 「健康的な住まい探求」
　　　　KFT株式会社　代表取締役　二枝 崇治氏
講演４ 「福岡県内の住宅事情と省エネルギー対策について」
　　　　福岡県建築都市部 住宅計画課 計画係長　西迫 健徳氏
講演５ 「登壇者によるディスカッション」　
　　　　コーディネーター：福岡女子大学　大中 忠勝 名誉教授

「住まいのエコを考える」プログラム
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参加者：30名

◇研究棟２階　エレベーターホール横
◇地域連携センター１階　階段下
◇なでしこ寮１階　ラウンジ前

学内設置場所

種別

平成31年3月25日時点

件数 金額(円)

共同研究
受託研究
寄附金
科学研究費助成事業（日本学術振興会）研究代表者分
科学研究費助成事業（日本学術振興会）研究分担者分
「大学加速教育再生加速プログラム（AP)」（文部科学省）
「女性リーダー養成事業補助金」（福岡県）

「中小企業経営支援等対策費補助金」
（一般財団法人九州産業技術センター）
「福岡県つながる食育推進事業」（福岡県）※交付額
「草の根技術協力事業」（独立行政法人国際協力機構）
「大学における文化芸術推進事業」（文化庁）※交付額

3,800,000
4,150,977
1,950,000
31,330,000
6,662,500
12,060,000
10,134,000

1,537,502

731,620
　3,653,440
7,053,000

　83,063,039

12
4
6
31
21
1
2

1

1
1
1

　81計



福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム
「求められる女性リーダーと大学の役割」

1312 地域連携センターニュース No.8

第1回　宿泊研修

第2回　フォーローアップ研修

福岡女子大学　講義棟

ハイアットリージェンシー福岡内「ラ・フラスカ」

第1回　平成30年11月15日(木)～平成30年11月17日(土)
　　　  2泊3日宿泊研修　ハイアットリージェンシー福岡

第２回　
平成31年1月22日(火)

　　　  日帰りフォローアップ研修
　　　  福岡女子大学 地域連携センター2階 セミナー室2

平成30年度 福岡女子大学女性トップリーダー育成研修

福岡女子大学女性トップリーダー育成研修

　福岡女子大学では、「次代の女性リーダーを育成」を建学の精神として、「女性が高い志と柔軟な発想を持ち、リーダーシップを発
揮し、世界を舞台に活躍できる社会を目指す」というビジョンをもって、より良い社会づくりに貢献できる女性の育成に努めています。
　平成27年8月に女性活躍推進法が公布・施行され、一般事業主に女性活躍の取組みの行動計画策定が求められるなど、女性の
活躍推進が重要な課題となっている社会的なニーズを受けて、さらに上の階層を目指す女性のため、本学の建学の精神を社会人に
活かした「女性トップリーダー育成研修」を、平成28年度より毎年実施しております。
　産学官の第一線で活躍するトップまたはその経験者を講師として招き、トップを経験した方しか知り得ない知識や経験、それを通じ
た教訓、経営哲学等を直接トップから聴き、対話することで女性トップリーダーとして成長するための志や感性、教養、行動を身につけ
るプログラムとなっています。また、グループワークや意見交換会を通して、業種・職種を超えたネットワークを構築できる機会となって
おります。

※講師、内容は右ページ“研修プログラム”表の通り

平成31年3月8日(金) 福岡女子大学 講義棟C201教室

福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム

「求められる女性リーダーと大学の役割」

トップリーダーとリーダーの違い
－女性トップリーダー研修で身につけて欲しいこと－

福岡女子大学　梶山学長

グローカルなリーダーシップ
佐藤 摩利子氏

受講生による自己宣誓
「自身が目指すトップリーダーとアクションプラン」

グループワーク 修了証書授与

トップリーダーを目指す女性のために
－行政官、裁判官の経験から－

櫻井 龍子氏

コーポレートガバナンスとリーダーシップ
高山 与志子氏

活力ある職場環境づくりにおけるリーダーの役割を考える
長野 真弓教授

トークセッション産学官トップリーダーとの意見交換会、交流会

会計倫理の視座
篠原 俊氏

TOTOの変革と挑戦
張本 邦雄氏 開会・挨拶

福岡女子大学　理事長兼学長　梶山　千里
基調講演「変動する社会と求められるリーダー像」
橘・フクシマ・咲江 氏
（G&S Global Advisors Inc. 代表取締役社長／
  コーン・フェリー・インターナショナル社アジア・パシフィック地域最高顧問）
パネルブース閲覧
事業説明
パネル・ディスカッション
パネリスト　女性トップリーダー育成研修修了生
　　　　　  社会人女性学び直しプログラム修了生
閉会
交流会（～18：00終了）

14：00

14：10

15：10
15：40
15：55

17：00
17：15

オリエンテーション、開講式

【志】 産学官の超一流トップリーダーの講義と対話
「トップリーダーとリーダーの違い-女性トップリーダー研修で身につけて欲しいこと-」

【志】 産学官の超一流トップリーダーの講義と対話 
「トップリーダーを目指す女性のために -行政官、裁判官の経験から-」

【志】 グループワーク

【感性】 グループワーク

【NETWORK】 受講生同士の交流会

【教養】 「会計倫理の視座」

【教養】 「コーポレートガバナンスとリーダーシップ」

【行動】 グループワーク

【志】 産学官の超一流トップリーダーの講義と対話　「TOTOの変革と挑戦」

【NETWORK】 産学官トップリーダーとの意見交換会、交流会

【感性】 「活力ある職場環境づくりにおけるリーダーの役割を考える」

【感性】 ロールモデルによるトークセッション
　　　 コミュニケーションランチ

【行動】 グループワーク

福岡県人づくり・県民生活部　私学振興・青少年育成局
局長 野田 律子

福岡女子大学　理事長兼学長　梶山 千里

元最高裁判所判事　櫻井 龍子

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

1期生（H28年度）・2期生（H29年度）受講生等参加

篠原公認会計士事務所グループ　代表　篠原 俊　

ボードルーム・レビュー・ジャパン(株)代表取締役　高山 与志子

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

TOTO(株)　代表取締役会長　張本 邦雄

九州旅客鉄道(株)　相談役　石原 進
九州旅客鉄道(株)　取締役監査等委員　後藤 靖子
(株)グルーヴノーツ　代表取締役会長　佐々木 久美子
ボードルーム・レビュー・ジャパン(株)　代表取締役　高山 与志子
TOTO(株)　代表取締役会長　張本 邦雄
(株)大央　代表取締役社長　松岡 恭子
(株)三好不動産 専務取締役　三好 京子
(株)やずや 代表取締役会長　矢頭 美世子
福岡女子大学　理事長兼学長　梶山 千里　　　　　　　　　　　　　　

福岡女子大学　国際文理学部　教授　長野 真弓

コカ・コーラボトラーズジャパン(株) 執行役員　青山 朝子
(株)玉の湯 代表取締役社長　桑野 和泉
(株)グルーヴノーツ 代表取締役会長　佐々木 久美子
福津市　副市長　松田 美幸（コメンテーター）
福岡女子大学　国際文理学部 教授　野依 智子（コーディネーター）　　

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

平成30年
11月15日（木）

平成30年
11月16日（金）

平成30年
1月17日（土）

講師内容日程

【行動】 グループワーク

【志】 産学官の超一流トップリーダーの講義と対話「グローカルなリーダーシップ」

【行動】 自己宣誓「自身が目指すべきトップリーダー像とアクションプラン」

講評、修了式

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

国連人口基金東京事務所 所長　佐藤 摩利子

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

福岡女子大学　理事長兼学長　梶山 千里

平成31年
1月22日（火）

講師内容日程
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第1回　宿泊研修

第2回　フォーローアップ研修

福岡女子大学　講義棟

ハイアットリージェンシー福岡内「ラ・フラスカ」

第1回　平成30年11月15日(木)～平成30年11月17日(土)
　　　  2泊3日宿泊研修　ハイアットリージェンシー福岡

第２回　
平成31年1月22日(火)

　　　  日帰りフォローアップ研修
　　　  福岡女子大学 地域連携センター2階 セミナー室2

平成30年度 福岡女子大学女性トップリーダー育成研修

福岡女子大学女性トップリーダー育成研修

　福岡女子大学では、「次代の女性リーダーを育成」を建学の精神として、「女性が高い志と柔軟な発想を持ち、リーダーシップを発
揮し、世界を舞台に活躍できる社会を目指す」というビジョンをもって、より良い社会づくりに貢献できる女性の育成に努めています。
　平成27年8月に女性活躍推進法が公布・施行され、一般事業主に女性活躍の取組みの行動計画策定が求められるなど、女性の
活躍推進が重要な課題となっている社会的なニーズを受けて、さらに上の階層を目指す女性のため、本学の建学の精神を社会人に
活かした「女性トップリーダー育成研修」を、平成28年度より毎年実施しております。
　産学官の第一線で活躍するトップまたはその経験者を講師として招き、トップを経験した方しか知り得ない知識や経験、それを通じ
た教訓、経営哲学等を直接トップから聴き、対話することで女性トップリーダーとして成長するための志や感性、教養、行動を身につけ
るプログラムとなっています。また、グループワークや意見交換会を通して、業種・職種を超えたネットワークを構築できる機会となって
おります。

※講師、内容は右ページ“研修プログラム”表の通り

平成31年3月8日(金) 福岡女子大学 講義棟C201教室

福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム

「求められる女性リーダーと大学の役割」

トップリーダーとリーダーの違い
－女性トップリーダー研修で身につけて欲しいこと－

福岡女子大学　梶山学長

グローカルなリーダーシップ
佐藤 摩利子氏

受講生による自己宣誓
「自身が目指すトップリーダーとアクションプラン」

グループワーク 修了証書授与

トップリーダーを目指す女性のために
－行政官、裁判官の経験から－

櫻井 龍子氏

コーポレートガバナンスとリーダーシップ
高山 与志子氏

活力ある職場環境づくりにおけるリーダーの役割を考える
長野 真弓教授

トークセッション産学官トップリーダーとの意見交換会、交流会

会計倫理の視座
篠原 俊氏

TOTOの変革と挑戦
張本 邦雄氏 開会・挨拶

福岡女子大学　理事長兼学長　梶山　千里
基調講演「変動する社会と求められるリーダー像」
橘・フクシマ・咲江 氏
（G&S Global Advisors Inc. 代表取締役社長／
  コーン・フェリー・インターナショナル社アジア・パシフィック地域最高顧問）
パネルブース閲覧
事業説明
パネル・ディスカッション
パネリスト　女性トップリーダー育成研修修了生
　　　　　  社会人女性学び直しプログラム修了生
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「トップリーダーとリーダーの違い-女性トップリーダー研修で身につけて欲しいこと-」

【志】 産学官の超一流トップリーダーの講義と対話 
「トップリーダーを目指す女性のために -行政官、裁判官の経験から-」

【志】 グループワーク

【感性】 グループワーク

【NETWORK】 受講生同士の交流会

【教養】 「会計倫理の視座」

【教養】 「コーポレートガバナンスとリーダーシップ」

【行動】 グループワーク

【志】 産学官の超一流トップリーダーの講義と対話　「TOTOの変革と挑戦」

【NETWORK】 産学官トップリーダーとの意見交換会、交流会

【感性】 「活力ある職場環境づくりにおけるリーダーの役割を考える」

【感性】 ロールモデルによるトークセッション
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福岡県人づくり・県民生活部　私学振興・青少年育成局
局長 野田 律子

福岡女子大学　理事長兼学長　梶山 千里

元最高裁判所判事　櫻井 龍子

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

1期生（H28年度）・2期生（H29年度）受講生等参加

篠原公認会計士事務所グループ　代表　篠原 俊　

ボードルーム・レビュー・ジャパン(株)代表取締役　高山 与志子

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋

TOTO(株)　代表取締役会長　張本 邦雄

九州旅客鉄道(株)　相談役　石原 進
九州旅客鉄道(株)　取締役監査等委員　後藤 靖子
(株)グルーヴノーツ　代表取締役会長　佐々木 久美子
ボードルーム・レビュー・ジャパン(株)　代表取締役　高山 与志子
TOTO(株)　代表取締役会長　張本 邦雄
(株)大央　代表取締役社長　松岡 恭子
(株)三好不動産 専務取締役　三好 京子
(株)やずや 代表取締役会長　矢頭 美世子
福岡女子大学　理事長兼学長　梶山 千里　　　　　　　　　　　　　　

福岡女子大学　国際文理学部　教授　長野 真弓

コカ・コーラボトラーズジャパン(株) 執行役員　青山 朝子
(株)玉の湯 代表取締役社長　桑野 和泉
(株)グルーヴノーツ 代表取締役会長　佐々木 久美子
福津市　副市長　松田 美幸（コメンテーター）
福岡女子大学　国際文理学部 教授　野依 智子（コーディネーター）　　

ウィル・システムズ　代表　高山 有朋
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講師内容日程
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平成30年度（4期生）最終成果は7テーマありました

「漱石文芸の哲学的基礎
  ―則天去私の文学の道―」
望月 俊孝教授

「外交官は任地の言葉を
どうやって会得するのか」
山下哲生教授

「読み直すラフカディオ・ハーン（小泉八雲）」
長岡 真吾教授

1514 地域連携センターニュース No.8

「Strategies for building conversation」
Timothy PRITCHARD学術英語専任講師

「生活習慣病や介護予防としての健康増進活動」
太田 雅規教授

「美味しく続ける減塩ライフ」
梅木 陽子講師

「バングラデシュにおけるグラミン銀行の貧困緩和の方法」
チョウドリ　マハブブル　アロム教授

　地域の皆様へ“生涯学習の場“を提供するため、毎年各教員の専門領域をわかりやすく紹介した講座を実施しております。今年
度は「英語」・「食と健康」をはじめ「歴史」、「国際化」、「文学」、「環境」をテーマに楽しみながら学べる内容をお届けし、昨年度に
も増してたくさんの皆様に受講いただきました。

福岡女子大学の研究に興味を持っていただくため、各教員の専門領域を一般の方
向けにわかりやすくご紹介しました。
どのプログラムにも数多く(最多52名)の御参加をいただきました。

平成30年度 公 開 講 座

知の発信2018

国際社会における、外国とその地域の事情について、
事例を用いながら解説がなされ、受講生は熱心に耳
を傾けました。

異国へのいざない ～世界を知ろう～

日々の食事での工夫や注意点等に医師、管理栄養士
の視点からアプローチしました。「美味しく続ける減塩
ライフ」では本学のサークル「しょくぼねっと」(食育ボラ
ンティア学生ネットワーク)の学生達もサポートに加わ
り、試食を通して塩味・旨味を比較し、併せて減塩につ
いて学びました。「生活習慣病や介護予防としての健
康増進活動」では講師より日常的な運動の大切さにつ
いて分かりやすい解説がなされました。どちらも受講生
にとって実践的な学びの時間となりました。

　５年目を迎えた、福岡女子大学の社会人学び直しプログラム-「イノベーション創出力を持った女性リーダー育成プログラム」
は、企業や組織で働いている方、起業を目指している方、子育て中で仕事を中断されている方、またキャリアアップ、ステープアップ
を目指している女性を対象とした講座です。 
　開講以来100名以上の修了生は、「自ら学ぶ」「他者から学ぶ」スタイルで深めた対話を促進するファシリテーションや、安心安
全な場づくりのスキルを活かし、職場や地域において自分らしく自然体でイキイキと活躍されています。

自分メンテナンス！ ～健康な体を維持するために～

福岡女子大学では、平成24年度から英語能力向上を目指す方向けの講座を開催してい
ます。昨年度に引き続き、平成23年度に設置された国際文理学部の特色の一つである、
学術英語プログラム（AEP：Academic English Program）の教員が講師を担当する英語
力習得のための講座です。
毎年、幅広い年齢層の方々にご参加いただいております。当日は学び合いながら講師や
受講生同士のコミュニケーションや意見交換等が行われ、みなさま意欲的に受講されて
います。

　3年計画が４年になりましたが、修了することができたことを嬉しく思
います。私のような受講の仕方もあるので、学びたい女性は諦めないで
受講してください。
　モジュール３は、普段は一人で仕事をしているので、チームで成果発
表をやりたいと思っていました。不安はありましたが、チームメンバーが
受け入れてくれたこと、事務局がスムーズに合流できるよう配慮してくだ
さったことで、やり遂げる喜びを得ることができました。女性の活躍を問
われますが、強みを生かすことはもちろん、まだまだ信頼を構築できるよ
うなスキルやマインドを身に付ける必要があることにも気づきました。今
後も学びの旅を続け、成長したいと思います。

How to Learn English Effectively

平成30年度 公 開 講 座

・幸せ（こひつじ）
　人生の迷いや不安をポジティブに変える「ネガティブ人生ゲーム」
・ＦＵ！
　仲間と一緒にありたい姿を模索する場がセットになった「きづき手帳」
・幸せ（パンダ）
　分かり合えない相手との対立を解消するには？プロセスこそが解決策
・グリーン３３
　GOLD WOMAN（50代女性）のセカンドライフワークを応援する情報発信

修了生の声これまでの履修者状況

・おいしいつながり
 　地域と食のつながりを目指して季節の味噌汁とごはんで学童のお昼ごはん
・みんなの樹
 　障がい者の働き方を考える ～障がい者、支援側、雇用側を繋げる
　 プラットフォーム作り
・SDGs for Food
　世界とつながり、自分らしく暮らしていく ～なりたい自分になるための機能性スイーツ

平成30年度（4期生）最終成果は7テーマありました発表
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企業派遣

地域連携センター 女性学び直し担当

092-692-3192（直通）　　manabi@fwu.ac.jp 福岡  学び直し 検索
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お問い合わせ：

修了生 白梅 英子

イノベーション創出力を持った

女性リーダー育成プログラム

4期生
成果発表会
in 2月16日
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受講者と大学が共に学ぶアクティブな学習の場として平成27年度
にスタートしました生涯学習カレッジは、“感性”を学習の柱とし、
学びの中に「遊び心」を取り入れた全13回のプログラムです。今年
度はテーマを「日本の伝統文化」と掲げ、キャンパスや学外をフィー
ルドに受講生ひとりひとりが楽しみながら学びを育みました。受講
生を昨年度の2倍、開講以来最多の62名の受講生が共に学ぶプ
ロクラムはどの回も賑やかで例年にも増して、有意義で活発な意
見交換が数多く見られました。

1716 地域連携センターニュース No.8

　第4回　「宗像大社―世界遺産を訪ねる」

　第4回　「宗像大社―世界遺産を訪ねる」

第1回 「大学美術館トランスアートセッション」

第１回
九州産業大学美術館を巡るはしごツアーの様子

第３回
「感性とは？―中世を生きた人々に学ぶ」　
国際教養学科　渡邊俊准教授

第11回　「雅楽の世界」
(福岡教育大学　山本 百合子准教授)

「雅楽の世界」
(笙演奏　東野 珠実氏)

5月20日（日）

6月7日（木）

6月23日（土）

10月20日（土）
(7/7より順延)

7月21日（土）

8月4日（土）

8月18日（土）

9月9日（日）

9月21日（金）

10月12日（金）

10月27日（土）

11月17日（土）

12月1日（土）

「開講式」
「大学美術館トランスアートセッション」

【九州市民大学】
「ガウディに魅せられて」

「感性とは？ー中世に生きた人々に学ぶ」

「宗像大社―世界遺産を訪ねる」

「博多発祥の筑前琵琶～美しい音色に秘められた歴史とその魅力」

【九州市民大学】
「和食の心地よさ～日本的創造がもたらす健康、安らぎ、そして楽しみ」

「福岡の郷土料理―食文化の継承と健康づくり」

【九州市民大学】
九響フレンドリーコンサート

「造り酒屋の伝統と革新」

「薪能」　能「葵上」(源氏物語より)　

「雅楽の世界」

「－福岡・博多の伝統工芸と活性化について－」

「修了式」 振り返りと意見交換会　
「クロージングパーティ」

第5回　「博多発祥の筑前琵琶」　琵琶の演奏にチャレンジ 第7回　「福岡の郷土料理」　講演後、旨味の官能評価に取り組む様子

第9回　「造り酒屋の伝統と革新」
　　　　講演　石蔵酒造株式会社　石蔵 利正氏

第10回 「薪能」　能『葵上』

第13回　「修了式」 修了証を授与

福岡女子大学
生涯学習カレッジ
2018

毎年、地域の皆様と共に楽しみながら学びを育んでいます。
今年度は世界遺産、酒蔵見学等、盛り沢山のプログラムでした！
2019年度もさらに充実したプログラムをお届けしますのでご期待ください。

担当者より

・筑前琵琶や薪能など自分ではなかなか足を運ばないプログラムを体感することができました。
　これからは「感じることを大切に」日々過ごしていこうと思います。

・プログラム全体を通して有意義な時間を持てました。また伝統を繋いでゆくことの大切さを感じました。

受講生の声より

第12回　「福岡・博多の伝統工芸と活性化について」
集合写真

「福岡・博多の伝統工芸と活性化について」
はかた伝統工芸館内展示作品の鑑賞

　「造り酒屋の伝統と革新」　試飲会



受講者と大学が共に学ぶアクティブな学習の場として平成27年度
にスタートしました生涯学習カレッジは、“感性”を学習の柱とし、
学びの中に「遊び心」を取り入れた全13回のプログラムです。今年
度はテーマを「日本の伝統文化」と掲げ、キャンパスや学外をフィー
ルドに受講生ひとりひとりが楽しみながら学びを育みました。受講
生を昨年度の2倍、開講以来最多の62名の受講生が共に学ぶプ
ロクラムはどの回も賑やかで例年にも増して、有意義で活発な意
見交換が数多く見られました。
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　第4回　「宗像大社―世界遺産を訪ねる」

　第4回　「宗像大社―世界遺産を訪ねる」

第1回 「大学美術館トランスアートセッション」

第１回
九州産業大学美術館を巡るはしごツアーの様子

第３回
「感性とは？―中世を生きた人々に学ぶ」　
国際教養学科　渡邊俊准教授

第11回　「雅楽の世界」
(福岡教育大学　山本 百合子准教授)

「雅楽の世界」
(笙演奏　東野 珠実氏)

5月20日（日）

6月7日（木）

6月23日（土）

10月20日（土）
(7/7より順延)

7月21日（土）

8月4日（土）

8月18日（土）

9月9日（日）

9月21日（金）

10月12日（金）

10月27日（土）

11月17日（土）

12月1日（土）

「開講式」
「大学美術館トランスアートセッション」

【九州市民大学】
「ガウディに魅せられて」

「感性とは？ー中世に生きた人々に学ぶ」

「宗像大社―世界遺産を訪ねる」

「博多発祥の筑前琵琶～美しい音色に秘められた歴史とその魅力」

【九州市民大学】
「和食の心地よさ～日本的創造がもたらす健康、安らぎ、そして楽しみ」

「福岡の郷土料理―食文化の継承と健康づくり」

【九州市民大学】
九響フレンドリーコンサート

「造り酒屋の伝統と革新」

「薪能」　能「葵上」(源氏物語より)　

「雅楽の世界」

「－福岡・博多の伝統工芸と活性化について－」

「修了式」 振り返りと意見交換会　
「クロージングパーティ」

第5回　「博多発祥の筑前琵琶」　琵琶の演奏にチャレンジ 第7回　「福岡の郷土料理」　講演後、旨味の官能評価に取り組む様子

第9回　「造り酒屋の伝統と革新」
　　　　講演　石蔵酒造株式会社　石蔵 利正氏

第10回 「薪能」　能『葵上』

第13回　「修了式」 修了証を授与

福岡女子大学
生涯学習カレッジ
2018

毎年、地域の皆様と共に楽しみながら学びを育んでいます。
今年度は世界遺産、酒蔵見学等、盛り沢山のプログラムでした！
2019年度もさらに充実したプログラムをお届けしますのでご期待ください。

担当者より

・筑前琵琶や薪能など自分ではなかなか足を運ばないプログラムを体感することができました。
　これからは「感じることを大切に」日々過ごしていこうと思います。

・プログラム全体を通して有意義な時間を持てました。また伝統を繋いでゆくことの大切さを感じました。

受講生の声より

第12回　「福岡・博多の伝統工芸と活性化について」
集合写真

「福岡・博多の伝統工芸と活性化について」
はかた伝統工芸館内展示作品の鑑賞

　「造り酒屋の伝統と革新」　試飲会



地域連携センターからのお知らせ

■ セミナー室利用案内について

1918 地域連携センターニュース No.8

　「研究者を対象としたワークライフ・バランス支援に向けての調査」アンケートと「大学院生を対象
としたキャリア・ライフ支援に向けての調査」を実施中です。
　それぞれの調査は、大学が提供できる支援のニーズを明らかにし、研究者と大学院生のワークラ
イフ・バランス支援やキャリア・ライフ支援の施策の計画と実施に役立てることを目的にしています。

　地域連携センターではスポーツキューブ２階のセ
ミナー室２及びセミナー室３の施設利用を受け付け
ています。ご利用には条件があります。ご希望の方は
経営管理センターへご相談ください。

■ 教員データブックを発行します ■ 表紙のことば
　地域連携センターより福岡女子大学の教員
が一覧できる『教員データブック2019』を発
行します。
　教員の専門分
野、研究概要、著
書・論文等を掲載
したデータブック
です。ぜひご活用
ください。

・「女性研究者支援者制度」
妊娠中や低年齢児の育児中、介護中の女性研究者及びこのような女性研究者をパートナー（配偶者など）に持つ本学の男性研究者を対象
に、実験・調査の補助や文献収集等を行う研究支援者として、本学学部生や院生を配置しています。
・「一時保育」
乳幼児または学齢児童を養育している本学の教職員を対象に、職務の都合により家庭及び通常利用している保育施設での保育が困難な
場合に、本学の託児施設で一時的な保育を受けられる制度を実施しています。
・「女性短期海外派遣研修」
本学の女性教職員を対象に、海外の研究機関・教育機関において、研究・教育内容や制度を学び、経験することを通して、上位職としての資
質を養成することを目的に実施しています。

福岡女子大学基金  学術研究助成金

女性研究者研究活動支援事業

　福岡女子大学では、福岡女子大学学生・卒業生による研究に対し、１件５万円の学術研究助成金を交付しています（公募枠）。
　また、修士・博士課程２年生で、各コース、各領域の推薦を受けた学生に対しても、１件３万円（各コース、各領域１名）の助成金を交付し
ています（推薦枠）。

平成30年4月1日～平成31年3月31日に地域連携センター事業として開催した講座・
講演会・研修等について御報告します。

平成30年度の応募はありませんでした

各専攻から次の6件の推薦があり、審査の結果、この研究に対し助成金を交付しました。
（人文社会科学研究科言語文化専攻博士前期　英語圏言語文化コースは在籍者なしのため交付はありません。）

平成30年度の交付について

・鳥巢 菜乃(人文社会科学研究科言語文化専攻博士前期　日本言語文化コース）
・顧 茜（人文社会科学研究科社会科学専攻博士前期　国際産業社会コース）
・陳 珍（人文社会科学研究科社会科学専攻博士前期　国際関係コース）
・佐伯 円（人間環境科学研究科人間環境科学専攻博士前期　環境自然科学領域）

・太田 香穂（人間環境科学研究科人間環境科学専攻博士前期　栄養健康科学領域）

・金 兌仁（人間環境科学研究科人間環境科学専攻博士前期　環境マネジメント領域）

【第１部】子どもの「生きる力」の基盤強化

【第２部】知力と運動能力の新たな拡張へ     

福津市との連携公開講座「福女大生と一緒につくろう！福津産食材でつくる親子料理教室」

主催：福岡女子大学　共催：古賀市、九州歯科大学、福岡県立大学

主催：福岡市　企画運営：東部地域大学連携（福岡女子大学、福岡工業大学、九州産業大学）

「How to Learn English Effectively」（全3回）
［定員］30名　［対象］TOEIC400点以上もしくはそれと同等の英語力をお持ちの方
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座
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「異国へのいざない～世界を知ろう～」（全2回）

①
②
③

Learning English through Extensive Reading
Strategies for building conversation
Success in English Tests

都地　沙央里
Timothy PRITCHARD
Scott SMITH

学術英語プログラム講師
学術英語プログラム講師
学術英語プログラム講師

④
⑤

現代台湾における女性―エスニシティ（民族性）とジェンダーのせめぎあい
バングラデシュにおけるグラミン銀行の貧困緩和の方法

宮崎　聖子
チョウドリ マハブブル アロム

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授

「知の発信2018」（全4回）
⑥
⑦
⑧
⑨

外交官は任地の言葉をどうやって会得するのか
読み直すラフカディオ・ハーン（小泉八雲）
地域での共創と次代を担う世代へのサポート
漱石文芸の哲学的基礎　―則天去私の文学の道―

山下　哲生
長岡　真吾
中村　大輔
望月　俊孝

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授
福岡女子大学准教授
福岡女子大学教授

「自分メンテナンス！～健康な体を維持するために～」（全2回）
⑩
⑪

11月10日（土）
11月17日（土）
11月24日（土）

6月  2日（土）
8月25日（土）

7月28日（土）
8月11日（土）
9月  8日（土）
11月  3日（土）

9月15日（土）
10月9日（火）

生活習慣病や介護予防としての健康増進活動
美味しく続ける減塩ライフ～高血圧予防の食生活～ ［定員］30名

太田　雅規
梅木　陽子

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授

「生涯学習カレッジ2018　テーマ：日本の伝統文化」（全13回）

平成30年度公開講座(全11回)

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回

第11回

第12回

第13回

5月20日（日）

6月  7日（木）
6月23日（土）
10月20日（土）
7月21日（土）
8月  4日（土）
8月18日（土）
9月  9日（日）
9月21日（金）
10月12日（金）

10月27日（土）

11月17日（土）

12月  1日（土）

7月23日（月）

ノーベル賞受賞者 野依良治先生講演会 「私が歩んだ道。君たちが創る社会」

11月29日（木）

開講式、大学美術館トランスアートセッション

ガウディに魅せられて（九州市民大学）
感性とは？―中世に生きた人々に学ぶ―
宗像大社―世界遺産を訪ねる
博多発祥の筑前琵琶～美しい音色に秘められた歴史とその魅力
和食の心地よさ～日本的創造がもたらす健康、安らぎ、そして楽しみ（九州市民大学）
福岡の郷土料理―食文化の継承と健康づくり
九響フレンドリーコンサート 日本のうた、世界のうた（九州市民大学）
造り酒屋の伝統と革新
薪能

雅楽の世界

―福岡・博多の伝統工芸と活性化について―

修了式　振り返りと意見交換会

太田　雅規
梅木　陽子
緒方　泉
中込　潤
森田　健
外尾　悦郎
渡邉　俊
葦津　幹之
寺田　蝶美
土井　善晴
早渕　仁美
九州交響楽団
石蔵　利正
山本東二郎
観世　喜正
山本百合子
東野　珠実
木村　誠
三島　芳光
松尾由美子
梶山　千里

長野　真弓
吉田　明日美
神田　悠司
篠原　稔 

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授
九州産業大学教授
九州産業大学美術館学芸室長
福岡女子大学　特命主幹教授
サグラダファミリア主任彫刻家　福岡女子大学客員教授
福岡女子大学　国際文理学部准教授　学長補佐
宗像大社権宮司
筑前琵琶保存会師範
料理研究家
国立大学法人奈良女子大学 生活環境学部特任教授　福岡女子大学　名誉教授

石蔵酒造株式会社　代表取締役
人間国宝

福岡教育大学教育学部　音楽教育講座　准教授
笙奏者/一般社団法人　伶楽舎
はかた伝統工芸館　館長
はかた伝統工芸館　副館長
「博多町家」ふるさと館　学芸員
福岡女子大学理事長・学長

福岡女子大学教授
九州産業大学人間科学部スポーツ健康科学科 講師
大塚製薬(株)ニュートラシューティカルズ事業部
ジョージア工科大学理学部 准教授

梅木　陽子
学生サークル「しょくぼねっと」

福岡女子大学国際文理学部講師
福岡女子大学学生　食育ボランティア学生ネットワーク

「『枕草子』の研究」
「日本と中国の高齢者福祉に関する研究」
「台湾と中国の対日認識について―教科書から見る」
「ＩＧＣＣの脱硫過程における炭素析出のメカニズム」
「超高速ＧＣシステムを活用した各種抗酸化物による
　　　リノール酸由来のにおい成分生成抑制挙動の解析」
「高度成長期における韓国と日本の環境政策の比較研究」

学内託児室(地域連携センター2階)
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教員データブック
2 019

公募枠学術研究助成金

推薦枠学術研究助成金

主な取り組み
主催：福岡女子大学　共催：福津市
2019年2月  2日(土）　〔対象〕小学1～6年生とその保護者　

福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム「求められる女性リーダーと大学の役割」
橘・フクシマ・咲江

女性トップリーダー育成研修修了生・社会人学び直しプログラム修了生

G&S Global Advisors　Inc. 代表取締役社長
コーン・フェリー・インターナショナル社アジア・パシフィック地域最高顧問

2019年3月  8日(金）　基調講演：「変動する社会と求められるリーダー像」

　　　　　　　　　   パネルディスカッション

2019年3月  9日(土）

11月30日(土）

第一部　調査・研究発表 調査・研究発表
①「持続可能な多世代共創社会と多様な就労の可能性～地域力向上の観点から～」

②「多世代による地域力向上に向けた地域活動の運営について」
③「自立可能な地域づくりのための社会のあり方に関する分析」

第二部　パネルディスカッション

東部地域大学連携 東区委託事業 シンポジウム「超高齢・長寿社会を支える地域力について考える～東区から創る私たちの未来」

第16回福岡女子大学産学官技術交流会「住まいのエコを考える」

益村　眞知子
萱沼　美香
松藤　賢二郎
中村　大輔
櫻木　理江
益村　眞知子
萱沼　美香
松藤　賢二郎
中村　大輔
櫻木　理江
岩永　哲郎

九州産業大学教授
九州産業大学准教授
福岡工業大学教授
福岡女子大学准教授
福岡女子大学講師
九州産業大学教授
九州産業大学准教授
福岡工業大学教授
福岡女子大学准教授
福岡女子大学講師
福岡市東区役所総務部地域支援課長　

コーディネーター

コメンテーター

◇講演1　「エコハウスとエコライフスタイル」
◇講演2　「ZEH普及に必要なこと」
◇講演3　「健康的な住まい探求」
◇講演4　「福岡県内の住宅事情と省エネルギー対策について」
◇講演5　「登壇者によるディスカッション」

豊貞　佳奈子
近田　智也
二枝　崇治
西迫　健徳

福岡女子大学准教授
積水ハウス株式会社　環境推進部　温暖化防止推進室　室長
KFT株式会社　代表取締役
福岡県建築都市部　住宅計画課　計画係長

野依　良治 科学技術振興機構研究開発戦略センター長

イノベーション創出力を持った女性リーダー育成プログラム(全15回)
5月12日(日）～2月16日（日） 聞間　理 九州産業大学教授

コンプライアンス・研究倫理教育研修
9月20日（木） 西　秀雄 新日本有限責任監査法人公認会計士

外部資金獲得セミナー「科研費の採択に向けた効果的な申請書の書き方～研究計画調書の書き方のポイント～」
10月4日(水） 北川　慶子 佐賀大学名誉教授／聖徳大学教授

知的財産権セミナー「大学における著作権と特許権」
3月6日（木） 土肥　一史

合計

一橋大学名誉教授／大本総合法律事務所顧問弁護士

第２回女性トップリーダー育成研修
第１回宿泊研修　11/30～12/2　　第2回フォローアップ研修　1/23

スポーツと健康に関する産学連携セミナー「『人間力』を強化するスポーツ健康科学と近未来テクノロジー」

平成30年度 公開講座・講演会等 開催一覧



地域連携センターからのお知らせ

■ セミナー室利用案内について

1918 地域連携センターニュース No.8

　「研究者を対象としたワークライフ・バランス支援に向けての調査」アンケートと「大学院生を対象
としたキャリア・ライフ支援に向けての調査」を実施中です。
　それぞれの調査は、大学が提供できる支援のニーズを明らかにし、研究者と大学院生のワークラ
イフ・バランス支援やキャリア・ライフ支援の施策の計画と実施に役立てることを目的にしています。

　地域連携センターではスポーツキューブ２階のセ
ミナー室２及びセミナー室３の施設利用を受け付け
ています。ご利用には条件があります。ご希望の方は
経営管理センターへご相談ください。

■ 教員データブックを発行します ■ 表紙のことば
　地域連携センターより福岡女子大学の教員
が一覧できる『教員データブック2019』を発
行します。
　教員の専門分
野、研究概要、著
書・論文等を掲載
したデータブック
です。ぜひご活用
ください。

・「女性研究者支援者制度」
妊娠中や低年齢児の育児中、介護中の女性研究者及びこのような女性研究者をパートナー（配偶者など）に持つ本学の男性研究者を対象
に、実験・調査の補助や文献収集等を行う研究支援者として、本学学部生や院生を配置しています。
・「一時保育」
乳幼児または学齢児童を養育している本学の教職員を対象に、職務の都合により家庭及び通常利用している保育施設での保育が困難な
場合に、本学の託児施設で一時的な保育を受けられる制度を実施しています。
・「女性短期海外派遣研修」
本学の女性教職員を対象に、海外の研究機関・教育機関において、研究・教育内容や制度を学び、経験することを通して、上位職としての資
質を養成することを目的に実施しています。

福岡女子大学基金  学術研究助成金

女性研究者研究活動支援事業

　福岡女子大学では、福岡女子大学学生・卒業生による研究に対し、１件５万円の学術研究助成金を交付しています（公募枠）。
　また、修士・博士課程２年生で、各コース、各領域の推薦を受けた学生に対しても、１件３万円（各コース、各領域１名）の助成金を交付し
ています（推薦枠）。

平成30年4月1日～平成31年3月31日に地域連携センター事業として開催した講座・
講演会・研修等について御報告します。

平成30年度の応募はありませんでした

各専攻から次の6件の推薦があり、審査の結果、この研究に対し助成金を交付しました。
（人文社会科学研究科言語文化専攻博士前期　英語圏言語文化コースは在籍者なしのため交付はありません。）

平成30年度の交付について

・鳥巢 菜乃(人文社会科学研究科言語文化専攻博士前期　日本言語文化コース）
・顧 茜（人文社会科学研究科社会科学専攻博士前期　国際産業社会コース）
・陳 珍（人文社会科学研究科社会科学専攻博士前期　国際関係コース）
・佐伯 円（人間環境科学研究科人間環境科学専攻博士前期　環境自然科学領域）

・太田 香穂（人間環境科学研究科人間環境科学専攻博士前期　栄養健康科学領域）

・金 兌仁（人間環境科学研究科人間環境科学専攻博士前期　環境マネジメント領域）

【第１部】子どもの「生きる力」の基盤強化

【第２部】知力と運動能力の新たな拡張へ     

福津市との連携公開講座「福女大生と一緒につくろう！福津産食材でつくる親子料理教室」

主催：福岡女子大学　共催：古賀市、九州歯科大学、福岡県立大学

主催：福岡市　企画運営：東部地域大学連携（福岡女子大学、福岡工業大学、九州産業大学）

「How to Learn English Effectively」（全3回）
［定員］30名　［対象］TOEIC400点以上もしくはそれと同等の英語力をお持ちの方
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「異国へのいざない～世界を知ろう～」（全2回）

①
②
③

Learning English through Extensive Reading
Strategies for building conversation
Success in English Tests

都地　沙央里
Timothy PRITCHARD
Scott SMITH

学術英語プログラム講師
学術英語プログラム講師
学術英語プログラム講師

④
⑤

現代台湾における女性―エスニシティ（民族性）とジェンダーのせめぎあい
バングラデシュにおけるグラミン銀行の貧困緩和の方法

宮崎　聖子
チョウドリ マハブブル アロム

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授

「知の発信2018」（全4回）
⑥
⑦
⑧
⑨

外交官は任地の言葉をどうやって会得するのか
読み直すラフカディオ・ハーン（小泉八雲）
地域での共創と次代を担う世代へのサポート
漱石文芸の哲学的基礎　―則天去私の文学の道―

山下　哲生
長岡　真吾
中村　大輔
望月　俊孝

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授
福岡女子大学准教授
福岡女子大学教授

「自分メンテナンス！～健康な体を維持するために～」（全2回）
⑩
⑪

11月10日（土）
11月17日（土）
11月24日（土）

6月  2日（土）
8月25日（土）

7月28日（土）
8月11日（土）
9月  8日（土）
11月  3日（土）

9月15日（土）
10月9日（火）

生活習慣病や介護予防としての健康増進活動
美味しく続ける減塩ライフ～高血圧予防の食生活～ ［定員］30名

太田　雅規
梅木　陽子

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授

「生涯学習カレッジ2018　テーマ：日本の伝統文化」（全13回）

平成30年度公開講座(全11回)

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回
第8回
第9回
第10回

第11回

第12回

第13回

5月20日（日）

6月  7日（木）
6月23日（土）
10月20日（土）
7月21日（土）
8月  4日（土）
8月18日（土）
9月  9日（日）
9月21日（金）
10月12日（金）

10月27日（土）

11月17日（土）

12月  1日（土）

7月23日（月）

ノーベル賞受賞者 野依良治先生講演会 「私が歩んだ道。君たちが創る社会」

11月29日（木）

開講式、大学美術館トランスアートセッション

ガウディに魅せられて（九州市民大学）
感性とは？―中世に生きた人々に学ぶ―
宗像大社―世界遺産を訪ねる
博多発祥の筑前琵琶～美しい音色に秘められた歴史とその魅力
和食の心地よさ～日本的創造がもたらす健康、安らぎ、そして楽しみ（九州市民大学）
福岡の郷土料理―食文化の継承と健康づくり
九響フレンドリーコンサート 日本のうた、世界のうた（九州市民大学）
造り酒屋の伝統と革新
薪能

雅楽の世界

―福岡・博多の伝統工芸と活性化について―

修了式　振り返りと意見交換会

太田　雅規
梅木　陽子
緒方　泉
中込　潤
森田　健
外尾　悦郎
渡邉　俊
葦津　幹之
寺田　蝶美
土井　善晴
早渕　仁美
九州交響楽団
石蔵　利正
山本東二郎
観世　喜正
山本百合子
東野　珠実
木村　誠
三島　芳光
松尾由美子
梶山　千里

長野　真弓
吉田　明日美
神田　悠司
篠原　稔 

福岡女子大学教授
福岡女子大学教授
九州産業大学教授
九州産業大学美術館学芸室長
福岡女子大学　特命主幹教授
サグラダファミリア主任彫刻家　福岡女子大学客員教授
福岡女子大学　国際文理学部准教授　学長補佐
宗像大社権宮司
筑前琵琶保存会師範
料理研究家
国立大学法人奈良女子大学 生活環境学部特任教授　福岡女子大学　名誉教授

石蔵酒造株式会社　代表取締役
人間国宝

福岡教育大学教育学部　音楽教育講座　准教授
笙奏者/一般社団法人　伶楽舎
はかた伝統工芸館　館長
はかた伝統工芸館　副館長
「博多町家」ふるさと館　学芸員
福岡女子大学理事長・学長

福岡女子大学教授
九州産業大学人間科学部スポーツ健康科学科 講師
大塚製薬(株)ニュートラシューティカルズ事業部
ジョージア工科大学理学部 准教授

梅木　陽子
学生サークル「しょくぼねっと」

福岡女子大学国際文理学部講師
福岡女子大学学生　食育ボランティア学生ネットワーク

「『枕草子』の研究」
「日本と中国の高齢者福祉に関する研究」
「台湾と中国の対日認識について―教科書から見る」
「ＩＧＣＣの脱硫過程における炭素析出のメカニズム」
「超高速ＧＣシステムを活用した各種抗酸化物による
　　　リノール酸由来のにおい成分生成抑制挙動の解析」
「高度成長期における韓国と日本の環境政策の比較研究」

学内託児室(地域連携センター2階)
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教員データブック
2 019

公募枠学術研究助成金

推薦枠学術研究助成金

主な取り組み
主催：福岡女子大学　共催：福津市
2019年2月  2日(土）　〔対象〕小学1～6年生とその保護者　

福岡女子大学　女性リーダーネットワークシンポジウム「求められる女性リーダーと大学の役割」
橘・フクシマ・咲江

女性トップリーダー育成研修修了生・社会人学び直しプログラム修了生

G&S Global Advisors　Inc. 代表取締役社長
コーン・フェリー・インターナショナル社アジア・パシフィック地域最高顧問

2019年3月  8日(金）　基調講演：「変動する社会と求められるリーダー像」

　　　　　　　　　   パネルディスカッション

2019年3月  9日(土）

11月30日(土）

第一部　調査・研究発表 調査・研究発表
①「持続可能な多世代共創社会と多様な就労の可能性～地域力向上の観点から～」

②「多世代による地域力向上に向けた地域活動の運営について」
③「自立可能な地域づくりのための社会のあり方に関する分析」

第二部　パネルディスカッション

東部地域大学連携 東区委託事業 シンポジウム「超高齢・長寿社会を支える地域力について考える～東区から創る私たちの未来」

第16回福岡女子大学産学官技術交流会「住まいのエコを考える」

益村　眞知子
萱沼　美香
松藤　賢二郎
中村　大輔
櫻木　理江
益村　眞知子
萱沼　美香
松藤　賢二郎
中村　大輔
櫻木　理江
岩永　哲郎

九州産業大学教授
九州産業大学准教授
福岡工業大学教授
福岡女子大学准教授
福岡女子大学講師
九州産業大学教授
九州産業大学准教授
福岡工業大学教授
福岡女子大学准教授
福岡女子大学講師
福岡市東区役所総務部地域支援課長　

コーディネーター

コメンテーター

◇講演1　「エコハウスとエコライフスタイル」
◇講演2　「ZEH普及に必要なこと」
◇講演3　「健康的な住まい探求」
◇講演4　「福岡県内の住宅事情と省エネルギー対策について」
◇講演5　「登壇者によるディスカッション」

豊貞　佳奈子
近田　智也
二枝　崇治
西迫　健徳

福岡女子大学准教授
積水ハウス株式会社　環境推進部　温暖化防止推進室　室長
KFT株式会社　代表取締役
福岡県建築都市部　住宅計画課　計画係長

野依　良治 科学技術振興機構研究開発戦略センター長

イノベーション創出力を持った女性リーダー育成プログラム(全15回)
5月12日(日）～2月16日（日） 聞間　理 九州産業大学教授

コンプライアンス・研究倫理教育研修
9月20日（木） 西　秀雄 新日本有限責任監査法人公認会計士

外部資金獲得セミナー「科研費の採択に向けた効果的な申請書の書き方～研究計画調書の書き方のポイント～」
10月4日(水） 北川　慶子 佐賀大学名誉教授／聖徳大学教授

知的財産権セミナー「大学における著作権と特許権」
3月6日（木） 土肥　一史

合計

一橋大学名誉教授／大本総合法律事務所顧問弁護士

第２回女性トップリーダー育成研修
第１回宿泊研修　11/30～12/2　　第2回フォローアップ研修　1/23

スポーツと健康に関する産学連携セミナー「『人間力』を強化するスポーツ健康科学と近未来テクノロジー」

平成30年度 公開講座・講演会等 開催一覧



R E G I O N A L  L I A I S O N  C E N T E R  N E W S

20 地域連携センターニュース No.8

 福岡女子大学の学部生1～2年生が履修する英語力習得のためのAcademic English Programを担当する専任講師による英語講座です。
【受講料】1,000円（3回分まとめて） ※高校生無料 【定　員】30名（先着順）
【対　象】TOEIC 400点以上もしくはそれと同等以上の英語力をお持ちの方

　福岡女子大学2019年度公開講座 福岡女子大学地域連携センターの2018年度活動内容を報告します

English as a Global Language

Self-assessment Strategies for 
Independent Learning

Learning English through News

Andrew THOMPSON
（AEP instructor・学術英語専任講師）

Scott SMITH
（AEP instructor・学術英語専任講師）

Dragana LAZIC
（AEP instructor・学術英語専任講師）

11/9（土）
10：00～11：30

11/16（土）
13：00～14：30

11/23（土）
10：00～11：30

講座番号 日　程 テーマ 概　要 講　師

Ｅ－１

Ｅ－２

Ｅ－３

「How to Learn English Effectively」（会場：図書館棟１階 LL教室）

「暮らしにおける安心と安全」（会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

「知の発信2019」～教養講座　知的好奇心へのいざない～ （会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

「老い」とは何か～文学・言語の観点から～ （会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

「自分メンテナンス！②～健康な体を維持するために～」（会場：地域連携センター２階 セミナー室２）

English is often referred to as a global or world language. Approximately 350 million 
people around the world speak English as a first language and an estimated 450 million 
speak English as a second language. This lecture is specially designed for people wanting 
to build their English language competence and cross-cultural understanding through 
engaging and interactive content.

Lifelong learning requires its practitioners to understand their own skills in order to 
choose suitable learning goals. Participants in this workshop will learn self-assessment 
strategies as a tool to understand their skills and choose appropriate learning goals. 

In this 90-minute long session, participants will have a chance to learn how to use the 
news to improve their English skills. 
By reading the news related to both society and entertainment, participants will practice how 
to use their background knowledge to understand the content in English. Let’s read together! 

詩歌における「老」の表現①

開講時間にご注意ください

開講時間にご注意ください

詩歌における「老」の表現②

藤原定家　文学と人生①
今井　明

（国際教養学科教授）

月野　文子
（国際教養学科教授）

川邊　理恵
（国際教養学科講師）

 

10/5（土）
10：00～11：30

10/12（土）
10：00～11：30

10/26（土）
10：00～11：30

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｄ－３

藤原定家　文学と人生②

日本語ボランティア
―外国人に日本語のお手伝いを―

（グローバル言語としての英語）

（自主学習のための自己評価戦略）

（ニュースで英語を学ぶ）

11/2（土）
10：00～11：30

11/30（土）
10：00～11：30

Ｄ－４

Ｄ－５

かつて四十歳を「初老」と称し、七十歳を「古稀」（古来稀なり）とした時代には、人々は「老」
をどのように「発見」し、「自覚」して、己の「老のスタイル」を確立していったのか、古典文学
の表現を辿ってみたいと思います。
平均寿命の延びた現代人の感覚と比較すると面白いかもしれません。

鎌倉時代の歌人・藤原定家の文学的業績とその人生をたどり、今日の時代をあらためて捉
えなおすヒントを探る。安定していた価値観が大きく揺らぎ、一人一人がその生き方を鋭
く問われた時代を生きた文学者の姿を再現したい。

地域に住む外国人が増えています。少子高齢社会の日本では、労働力不足からさらに多くの
外国からの働き手を迎えようとしています。様々な文化背景を持つ外国人とともに生きる社
会で、人生経験豊かな方々の活躍が期待されています。

 もうご存知ですか？暮らしに迫る危険から身を守りましょう。

〒813-8529　福岡市東区香住ケ丘1-1-1
TEL： 092-661-2728　
Fax： 092-692-3220　
E-mail：kyomenkow@fwu.ac.jp　
URL：http://www.fwu.ac.jp/collaboration

【受講料】各回500円 ※高校生無料

PM2.5の脅威から
身を守るためには？

高齢者福祉施設で安心して生活
していくために
―火災時の避難安全に
  　 ついての話を中心として―

馬　昌珍（環境科学科教授）

若竹　雅宏（環境科学科講師）

 

6/22（土）
10：00～11：30

10/16（水）
10：00～11：30

Ａ－１

Ａ－２

世界保健機関（WHO）の専門組織で「第一級発がん性物質」に分類され、近年中国の産
業発展に伴い日本への飛来が懸念されているPM2.5（微小粒子状物質）について、健康
への影響や個人ができる身の守り方について分かりやすく紹介します。

私たちの終の棲家にもなりうる高齢者福祉施設において、近年凄惨な結果を招いている
火災事例が多く発生しております。大切な家族が安心して生活していくことができる場所
について、一緒に考えてみませんか？

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

 国際教養学科の教員よりそれぞれの専門領域を一般の方向けに分かりやすく解説します。
【受講料】各回500円 ※高校生無料

 教員３名が「老い」をキーワードに、それぞれの専門分野からアプローチします。
【受講料】2回シリーズ（Ｄ－１とＤ－２、Ｄ－３とＤ－４）：500円（2回分まとめて） Ｄ－５：500円 ※高校生無料

ショッピングの科学
―インストア・マーチャンダイジングとは―

歴史学の現在
―フランス歴史学革命―

櫻木　理江
（国際教養学科講師）

藤原　翔太
（国際教養学科講師）

 9/12（木）
10：00～11：30

7/27（土）
10：00～11：30Ｂ－１

Ｂ－２ 私たちが何気なく行っているスーパーなどの店内には，消費者が思わず買ってしまうため
の様々な仕掛けがあります。ショッピングの科学について簡単にご紹介します。

常に歴史学の最先端をはしってきたフランス歴史学界に注目し、近代歴史学を特徴づけ
る国家の歴史から、社会史・民衆史を経て、グローバル・ヒストリー、感性の歴史へと至る、
現在までの歴史学の変化を見通します。

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

 栄養学の視点から、より健康な体を維持するコツを分かりやすく解説します。この機会に日々の食生活を振り返ってみませんか？
【受講料】各回500円 ※高校生無料

生活習慣病予防のための食事

脂質栄養と健康
～私たちの健康と必須脂肪酸～

南里　明子
（食・健康学科准教授）

中村　強（食・健康学科教授）
丸石　優紀（食・健康学科助手）

 

8/23（金）
10：00～11：30

2020年2/6（木）
10：30～12：00

Ｃ－１

Ｃ－２

糖尿病などの生活習慣病と食事との関連についてのお話しと、日頃どのような食事をとら
れているか簡単な調査を行いますので、ご自身の食生活の見直しにお役立てください。

多くの種類がある油の特徴と健康に良い油についてご紹介します。特に今話題のn-3系
脂肪酸（ω3系脂肪酸）について実際の研究を元に解説します。

講座番号 日　程 タイトル 概　要 講　師

E

A

B

D

C

NO.
2019 8

2回シリーズ

3回シリーズ

2回シリーズ

お申込み・お問い合わせ


